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船畏白の 黒白用

新這･修王室、機関｜‐‐‐‐

貨物船・貨客船 舶用ターピン
漁船・起重機船3600,2400,1700140011.T)

主復水器・エアエジエクター渡溌船･其他

舶用ヂーゼルエンジン
（､旧尼川皇圭船所）

漁船用120-250H.P.(標準型）

④厄川島重工タ癌凄驫駕塗械業
東京都・中央厘・佃島54 潤滑油ポンプ・給水ポンプ
電話．京橋（56）2161－9 復水ポンプ・送風機
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電機

電盤

揚貨機

操舵機

房器

警報装置
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東京丸ヒル・名古屋南大津通h･犬阪阪紳ピル
禧岡天紳ピル･illl合田町、札幌南一條
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蟹業所

望へ

耐Z請
五ノー八

F八五芥

脚戸市生田砿明石町三八番地
東京都中央唾室町ニノ六
集成赴ピル・竜鯖京橋六六七四
脚戸市生田極東川崎町二ノー四
大阪府泉南郡多奈川町谷川

本赴
東京事務所

艇船工場
泉州工場

東京都品川座品ノl

電話大崎（49）三

極
六

哩凸錘望聖Z
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主 タービン用直流登画頒

ヂーゼル直流亜愈濃

ヂーゼル用制御配冠醒
8

面類舵機操縦装江

小型船舶用逓副'手動操舵装置

揚貨柵用直流硬危潤及制御器具

ポンァ今送風樋、冷凍圏

毛の他繍機用直流鐡竃楓
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エ 秘川鱒･豊田・吹上。松本°三重

東京。大阪。名古屋。門司・札幌

富士憲機製造株式曾載』
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第3次C型貨物船(KC12>

宮島丸（内外運諭産蘂）
し

卜

悪懸 昭和24年5月11日進水

石川島重エ業株式會砒、

長．(垂線間）104．00，，
．，幅（型)15.60m
深（型)-8.10m

總雌數3,700T
‐．載貨重量、5,500t

主機石川島製2段減速高低唾
衝動タービン1基

馬力定格2,400HP

主汽硴石川島製三胴水管朧＝
速力最大14.5kn

iさ(進水重量1958.5T,
|‐ダ

24竿6月未完成豫定）
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第3次C型貨物船(KCJ1)
I

三永丸（日鐵船舶部）

（鑛石，鋼材運搬船）．

昭昭24年4月20日進水

浦賀船渠浦賀造船所

長（垂線間)101.80m
幅、 15｡00m

深.･8.20m.

總噸数3,500T

載貨重量5,400t
主機タービン2,400HP

主汽雛水管朧2基
速力最大15kn

｡
－

一

I ●
し
’

ｰ

い
り
鞘

～

蝋了I

ノ

で

●

１
１

。
進
水
式
鳶４

qo

”|）&

１
１
１

、
I

I
眞

’蓮

■

＝

劇!‘ @噸
メ壁

~

二

、

一

ロ4心一一＝＝一一一 ーー 一



一一－－－ －－－－闇 一一

１
１

一

k
■一

〆

１
１
１

船舶は塗装ガら
■
■
■
■
■
ｒ
Ｄ
ｒ
ｌ
０
ｌ
Ｉ
４
０
ｑ
１
‐

日本鋼管株式会而t
鶴見造船所專届

1

日
鶴
い
価
旧
Ⅱ
１
ヨ
ニ
ー
ー
ー
、

嘩
憲
、
涛
譽
Ⅲ

1

１
－

●●a■

一

〕

侭

、

、

I

一
一
一
一
一
一

、I

本職工場
■

出扱所

川崎市港町15番地

冠話川崎3982悉

横演市鎚見睡末庇町2丁目l

日本鋼管株式會睡概見造船所内
睡話極見<s)3Q8亀－6<榧内485f)
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三菱化王機株式會赴
，‐東京都千代田厘丸ﾉ．内二丁目十二番地
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雌
設計・製作

船用品・車輌用品

座席布團･幌･カーテン

家具。窓掛

潅具。､’敷物

壁張工事

．床張エ事

尾呉曇怠.鵜
船内・車内装備
、エ事一式■

多〆

塾
一
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』

船内・車内装備
、エ事一式

’
副諸籔
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東京都中央座銀嘩西二丁目一番地
重話京橋(56)0518-1121-ｮ1126

西二丁目一番地
18-1121-1126
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■
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扶桑金辰工 鵬I

四副職('雌
営業種目
罐用鋼管.一殻鋼管･瓦斯管｡H.C.K.鋼管

特殊鋼管．高座瓦斯容器・仲銅品．

鋳巍品.鍛鋼品.ステンレス鋼其他一般鋼材．

舶用補機．（揚錨樹，揚荷偽薬紹機
一

操舵機其他）淡喋船．其‘他。
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ヰゲﾀ鋼菅株式会祗
q

本吐

支店

出狼所

大阪市西座新町邇一丁目一四番地

電話新町(53)1724,2500(3)3230(2)

東京都千代田厘刺】田族龍町一丁目二五悉地
電話下谷.(83)5044,5272,5905

稀岡。札I幌。稗戸
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佐世係嘉醐H工業株式會湫舶工業株式會湫
本社東京都中央圖日本棚室町2の1(三井新航内）

砥活日本橘(24)4323．4725
エ謡佐世保市元工廠1判砥括佐世保(代表)4～8
大阪事湾所（北演婦ビル）門司寝務所（桟砿郵舶ピル》

央圖日本棚室町2の1(三井新航内）
砥活日本橘(24)4323．4725
元工廠1判砥括佐世保(代表)4～8
話ビル）門司寝務所（桟砿郵舶ピル》il
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一造船企業の合理化と
の

鰐働生産性の向上一

米田 ，噸琴
＝､．

、

きる。よって現在では瞳かに全能力の25%i｣か蔭鋤し
1．緒．言・ ていないこと人なる。

華やかな戦時第一線産業として温存されてきた造船工修繕についても入渠修理能力鵡間約725蕊綱頓と穂せ
業にとって，敗戦は他の如何なる産業にも堀して大きなられているのに對して蜜綴は昭荊121年度332蕊總噸，
ショックであった｡韮然としてなすところを知らなかつ‐昭和22年度326菌總頓,昭和23年度350萬總頓であっ
たものは撮り造譜工業だけではなかったであろうが，賠七現在入渠修理能力の50%が嫁動しているに過ぎず，
償に怯えた當時の遥船關係者で，ともかくも外國艘受注／程度の差.こそあれ同じく仕事不足を兎れていないのであ
を可能ならしめるようになった今f日の造船界を識想し得ろ。

以上述べた造船界の現状から明らかな操業度の低下ほ
たもの果して幾人であろうか。

終淡後の遥船界は修繕から始まった｡行き過ぎとさえ從業員の生活條件の悪化及び厩の低下,職榊政府の躯
思われた人員整理中の造譜界は，意外な指令を受けたの．カな保護下に職涛標準譜の粗製濫造をしていたための技

一懸蒔蕊鰄鑪撰駕舞灘烏撫ぁ鴛艦篭雀雛欝雲鶇雲駕
中の損耗のため維戦時には瞳かに'56萬噸となり，しか．が相對的に珊加したこと，鍔勤問題等々と相俟って努勵
もその7割が騨寺漂準船で￥た｡僅かに残ったこの艘生壷性の大幅低下を招き'材料識の蒲騰も原因して賠償腹も大なり小なりの修繕なくしては就航困難なものばかを大幅に引き上げたのである。最近船舶の輪出及び邦船
りで，復員獄逢すら滿足にできなかったのである。無休の外航進出の問題が探り上げられてきて’はからずも諸
作業指令によ.り生氣をとり戻した海運，識普界は，つい外國と船便を比較すること人なり,日木船便の資態をは
で維戦時建造中だった各船の建造綴行の許可を得,数次っきり認識されたのであるが'以下この船償の低下の間
にわたる獅閉建造と読後して,鐡道連絡謡,小型貨客船‘題を主として'造鰡も業能率の鮎から取り上げて械討す
の建造許可を得て一息ついたのであった｡しかも各“勝る。
所とも掴干不足に悩萩,震海軍艦艇解撤などにとびつい 2．券働生産性低下の雷態と向上の目標
でやっとのことで細々と長らえてきた有様である。工雪if

令

"ID不足は大造船所において特に甚しく，ためにこれら努働生産性の低下をはっきりと認識するために，今試
大造諾所力職時中ならば夢にも考えなかった様な小型漁みに手に入った＝三の例をとって見ると，第1表に結論
職の零い合いを演ずる等敗戦とはい上ながら直硯し得なされたように職i建造された；繩を現在建造したと､"L
い狄態となった。この弊は昭和22年度下半期になってぱ'工費，間接斐待間数に封､て戦前の145％を要し，
始めて軌遁に乘ってきた公團共有貨物船の建造の場合lこい上かえれば勢鋤生産椒競単伽I寺間當り7()％に下って
′亀なお現われ，各造艦所共自己の能力に適鵬，不適鯉にいるとい上得る。こムに蝿iとは平時船のみの建造を行

‘…の篭織層力,護澗僅力約8q蕊噸と総…蓋繍繍細蝋懇撚麓鴎K”ず，一船でも多く礎緯しようと焦ったのであった。

ているが，これに對し維職後の建造疫識は戦時'l』最高年ていなかったので，本論において基準とする年次は昭和
卿160萬噸を誇ったのも昔の夢となり，昭荊121年度約10～1坐年頃とする。
13蕗噸，昭和22年幽約12．5萬總噸，昭和23年度約努卿生産性向上の目的は，勿論船慨を引.ドげるにある
17萬總噸の建造鉦しか厳く,現在稼動している新進船施が，この目標は単一篤替レート設定下で佃ら補蒲金譜澄
穀は,改迭土筆等も含めて大腿隼間2)寓纈噸と推定でを講じないで燕出可能の船舶をつくること，及び他國船
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．＝111％となるのである。〔蒲蔭慧者註・爲替レートは1弗
360圓と4月23日決定せられた）

現潅我が國翰出船が歌洲船便の73％で契約を餘儀な
くされていることは，敗戦國と.しての我國の立場及び造
船界の現状j--我國造船技術に對する信用度から考慮ずる
時當然の歸結であって，これば現在行わんとしてし､る所
謂SampleEXportBoatの成果と蜜績に依り謹期通り雲戦
後の日本迭船能力と技術の優秀性に對する世界の公正な

認識を得たとしとも，外國からの計謹技術家の派遣萱，

態督官滞在費，船員派遥澱，廻航識，リスク等を考え，

更に現在の厭洲船便も大なり小なり第=次世界大戦の影

響を受けていそため，今後逐年下降することも考え合せ
F,←_｡〈.、金 6．，=．:P－壷

る時,將來においても現在の欧洲船償の80彰位でなく．

ては契約を鶴ることができないと見なければなるまい。
我が國浩船界としてはどの程度まで硲値を下げ得るか

・を考究した結果，原債逓減のための諸條件の賓現を前提

として先の第3表を得た。即ち現在契約中の船債を’00

％とすれば,2．年後の契約船は貨物船,油撫闇の平均84
％まで下げ得ること上なる。しかし，この場合において
も弗償格現在の2副塘でやつと爲替レート375圓で引合
可程度に過ぎない｡これは結局第4表に示す如く現在厭
洲船償の111％と考られるものを93％まで下げること
を意味し,-先に述べた欧洲船償の80％にするたあには
総原債を規在の73％まで切り下げなければならないの
である。一方この總原債中工費のゑの遜減率を出寸冤と第
3表中に示すものとなり，總原侭の逓減率を僅かに上廻
るのみとなる。これからすれば，諭出船侭の面から考え
ても工饗を現在の72％まで下げればよく，換言すれば
現在の勢働生産性が単位努似時間當り基準年度の70％
であるとして，これを’00影まで上げた場合，船侭逹現
在の鰍洲船償の80％まで持って行くことができること
Aなる。

次に從來我が域の貿易ﾀi收入の大部分を占めて職入超

加を力,i－していた悔蓮收入を計るための外航船の採算
の面から考慮した場合も，現船償に依る新

ﾔ

第1表工我，間接変時間数比較表

（各原慨計算書から〕
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に伍して採算のとれる船侭の外航船建鑑を不能ならしめ

るにある。

現在契約中の楡出船舶の弗建債格を欧洲及び米國の船

憤と比較すると,第2表のように欧洲の73％,米國の59

j%のとなっている。これら総出船舶の圓建侭絡から爲替

トレート換算率を算出すると，第3表に示す如く弗建侭絡

現状の場合は貨物船，油|齢間夫々 543圓，517圓であっ

て平均530園である。故に將來爲替レートが恥一に謹定

されて，｛隈に1弗350園となった場合になお且つ造船所

が探猟を持って建造し得るためには，船便は現在の

530圖/350圓倍でなければならない。いLかえれば,.､爲

替レー'､を’弗350圓と假定して圖建償格から弗建償絡
.:を通弊すれば現在の日本船債は職洲船債の73%X型圓

:-'､350圓

１
１

、

’

隼2表世界船側比較表

〔爲替レー1、協議會船舶分科含）｜
’

|総剛溌定船|騒洲|米圃
133.3171.2213．8

205.7310.8274.8

別
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’
日本漂準
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等標準速力に換算しﾅﾆ救貨重逓噸営p船痩〔弗）

第3表輪出船換算比率遜減表（爲替レート協議漁船舶分科倉〕

p

遥飴では到底採算割れを蕊れないことは衆

知の期謹であって，外國護注者が必う通航

採算のと,れる船侭で買取ることを考えれば

採算のとれる外繩閻償は輪出船の場合と略
同々様の考慮をすれぱよ､､ことLなる。

以上の考察に依り勢勵生産性を現在単位
時間常り70％であるとして，これを100

%に引き上げることを目襟とすべきことを
結論し第3表に基づく工敷遮減が．覗旨であ

一

船 種
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隼生表輪出船の對歓洲船償比率遜繼

I
蜜現にあたっては現状の依って來る所を碓賞に把握して

その各原因脛對して適墜安営な虚置を講じなければなら

ない｡弓以下主要な項目について検討して見る。

（1）操業度の向上緒言において継冬述べた操業

一度の低下から晩するためにほ外國向輪出船，閣内向船共

にでき得る限りの工蕊量を確保しなければならない。し

かるに輸出船契約はここに問題とする迩船企業の非合理

性がそのまま災して遅々として進まず，國丙船も亦資金

と資材の調達困難のため意の如くならず,特にこの度提
、示された譲算案の示す金融引締が麓現する時は昭和24

年度國丙船新造量は昭和23年度のそれを下廻るおそれ

なしとしない。海運,造船閉係者は深く,ご上に意を用い

て一・艦でも多く建造することを計るべきであるがしかも

なお充分の建造量は態得し得ないものと識想される。こ

こにおいて考えられるのはこの僅かな工到虚:を能率の良

い工場で集中生産し,ひいてはﾖ開信奉工場を對象とする
企業整備を断行することであって，この線に沼って何ら
かの措置を講じないならば詮に菟罰臘界は共倒れの止むな
きに至ることは火を見るよりも明かである。しかもこの，

‐場合，営分の間でき得るかぎり一逵船所はその工場に最

も適應した一錯型の錨の建逵をモツ1,-とすべきであつ．
て，これに依る能率の向上は最も敷果顯篝なことを橋じ
て疑わない。

、（2〕勢働條件並びに勢侭問題絵與問題を主流と
する努働者の生活條件は，現下の我が國精としては容易
にその抜本的解決を岡ることはできないけれども，遥船
關係者はこの黙に大いに關心を持ち，勢働條件を幾分な
りとも向上させるよう努力しなければならない｡．こ上に
注意すべきは經誉者,勢務者共,企業整備さえも問題と
しなければなら蝿今日の事情を充分に認識して，その工
場の企業合理化に協力すべきことであって，終戦後腫々
見られたス1,ライキの如きは自らを減すものであって非
常識極まるという他はない。

（3）設備の整備及び近代化しかも樅修或ほ＃i沈
できなかった機械施殼侭老朽化め一道をたどり，こｫ'ヵ．

整術は當面の課題には逢いないが,緒言において

契絢:年‘塵'昭23零慶|鴫2鐸慶'昭25鐸匪|圖漂隼慶
100影

虹1％。

認原侭
現在の獣洲鉛侭を
1“としたとき

％
％
２
０

７
，
８

％
％
０
０

Ｃ
》
０１｛

鐸
準
８
９ 1

。

□

るから，これにのっとってカーヴを引いて見ると五ケ年

薦に目標に達するためには第5表のグラフとなる。これ

を一表にすると第6表であって単位第働時間嵩b勢働生

達性現在-70％のものを伽％に向上させることは従来
演鍔働時間8時間であつたもの力嘆在7時間であるから

堕位努働日當り努働生達性，現在61.2％のものをβ7.5

％にまで向上させることを意雄するのであって,'これを
。。第5表
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3．造船企業合理化方策一

第1節及び第2節に述べ來つたところにより造船企業

の合理性の食態とその向上目標を得たが，これが向上の
Ｉ
ｌ
ｈ ‐第6表鍔働生産性向上率表

述べた如く，造船通に比して現在なお能力に餘裕
ある状態では麹間施設の整備に依る努働生産性の

向上ばあまり望めない。且つ又資金，資材不足の‘

今日では差當，必要不可峡，最小限度の設術盤雌

計謹を完逹余ると共に從業員の住宅確保に,依る勢

働條件の向上を岡るべきであろう。近代間撚職
入その他に依る設備の近代化も略々 同様である｡．
（4）技術の向上駒群中井の'1!の蛙然と1__
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－造船エ業の生きる遼一壽

麓篭臆轍需撫子艫繍辮
到底望承得ないのであつ七，現に昭和24年函鯨出諭治．
金が云冬される場合，その全職出錯補給金の資に70影
が關蓮工業に注ぎ込まれるのである。コスト切下のため
の努力はこの方向にも向けねばならない。

4．･結一言五口ロ

挿璽並びに逵船工業は興亡の岐路に立っている｡そし
て企業の合理化に依ってのみ興隆えの道は開けているの

である。筆者は今個々 の問題を取り上げてき＊がなお洩
れている問題が多々あることL思う。しか･し第2節で述

べた合理化の目標は全造船關係者常面の目標たる．ことを‐

信じて疑わないものであって，これが達成のためにこそ

日々の業務は向けられねばならない。しかしてこの場合一

最も適切にして最も敷果ある手段は集中生産とそれに伴
う企業整備であることを信ずるものである。天は自ら助

くるものを助く°外,世界に誇る輪出船を建造し'諾外
國と太刀打ちできる外航緒を建造し，内,自らの造船所
を生かすのは一にか上って努資協力してこの造船原償引
下を目的とする努働生達性の向上にあるのであるq

（海運網局譜舶司造船課〕〔24-3塁1)．

て無刺戟に工事を行っていたための技術の低下は研究機
關の整備，外國技術の織入等に依り割合容易に世界水準
に逹し得ぺく，特に船鎧組立法，熔接法を中心とした技
術の向上は作業工程の切詰め)船償引下に大いに貢献す
るであろう。遥船關係者は互に蓮絡を密にして技術向上
を計り，僅かな費用の投下を借んで再び戦時中の悔を繰
り返さないよう氣をつけねばならない。

（5）間接蓋の切詰め昭和10～14年度において
ご

~は職員数は工員鯉の他かに10%に過ぎなかったが經濟

統制の故もあって戦時中次第にその率を諭し，絡戦後は

蜜に20％に垂々としている。これは現下の耐上會構造及

び經濟状態から止むを得ないが，經濟状態が漸次好鱒す

るにつれて，随かに意を川うることに依って急激に奮態

に同復し得るものである。努勘生産性の向上はこのよう

な幾多の細かい卿'二の稜上げに依って計り得るものであ
る。

（6）關連工業について最後に造船工莱から切離

して考え得ない濫鐇關燕工業につい七一考しなければな

らない。造船工業は莫大数種ID關迩工業の總合工業であ

って,造船工場に於いて行織しる作業量ほ，全工事額の
嘘かに40％に過ぎず，材料愛の60％は關速工業の作

業額溌表わしている。従って如何に造船所において勢働

し厳かった。

覗界不良な場合は別に光源を吊り下ろして沈艦を照ら
す艤な方法が必要である．運動性けジェットプロパルジ蓮
ヨンを用ひて軽快な運動性を得,且障害物に拘束されろ
危嶮を無くする事が出來る。特に偵察瞳にポンプとジェ
ットを装備して多少の運動性を與へれば有力なものにな
ると老へられる。

然し深度趣100米を超えると困難は念に増すものと老

へられる。龍’に普通の船が錨泊が困難になり，大薙凍、
け定尺の200米ものでけ足らなくなり，將識の長尺物を
作らせなければならず，ワイヤーの製造能力と蝿係し
て来るからである。その他掃海け困難になり，捲き上げ．
け大作業となり，潜水の問題以外にいろいろな困難が
出て来る。果してこの様な困難をおかす侭値のある問題.、
が出て来るかどうか鯛ﾌがらないが，一つの興味ある問
題である。（東日本造船室蘭工場）

〔13頁より）し砿

7．最後に深海サルベージの今後の發展について考へ 硯』

て見やう。ヱクエアラスのヘリウム酸素潜水や酸素再醗す溌
法による途中減醗時間の短縮崎潜水技術に大きな進歩をヨンリ
もたらし,潜水作業の範園もそ崩眉卒も大いに擴大せら・危膨
れた。然し酸素ヘリウム潜水と云へども無浪に深い潜水ツト；
を可能ならしめるものではない。アメリカではヘリウムるとう

酸素潜水により500沢の潜水記録があるさうであるが, 然

救難作業の様な困難な作業力喧ちにこの深度で行へるとへらj
は限らない。然も潮の睡い海でばヘリウム潜水と云へどけ定ノ
も作業は不可能となるであらう。伊63の状況でヘリウ作ら鼎
ム酸素潜水を用ひたとして作業が可能であると侭思へなて来；
い。これに反し豆勝や偵察筐を用ひる方法はもっと‘っ′け大｛
と深い庭でも使用可能である。只伊63では豆潜や偵察“出てう
瞳は只沈潜を獺察する丈で，何の竹錐も行ってゐない。が出一
豆溝に付簡単な作業の出來る作業棒があったが，錘に使題で2

用するに至らなかった。豆潜や膜察筐の活動を制限する

のけ覗界と蓮馴生であって，覗界ほにごった瀬戸内海の

様な海面でば70米G暗黒になって了ふ°電燈(ず萠者と
も装備してゐたが電燈をつけると水中の微生物が光り出
してかへって眩惑して帆界け不良になったので餘り使用
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－船の科學一

造賠所が企業整備或は自然陶汰で適営に減るとしても･声
現在の状況では資材面からはもとより，我図‘ﾉ〕工莱水準
の貧弱さから，そうそうは外顔鐇の受註も出来得ないで．
あらうから，當分は造船所をすべて賄う丈けの充分な斬
渋船は得られまいと思う。そこで識間所の作業計諜とし
ては，修理船改造船其の他種々 の雑工事に鎖ツリとある

新造諾を加へて，年間各職にアイドルをなるべく生じさ
せない径度の人員のみ詞呆有し置くか，或はもつと内輪。
に保有能力を定め涯いてzI菖常の工事を能率的に虚理し，
時々 起る保有能力を甚だしく超過する11認開には，外力換
言すれば下請工場を利用するの力輕濟的であり，珊俊を
引き下げ得る一づの大なる要素となるであらう。下誌禽・
杜も地域豹に存櫨当ることとし，この曾社は数ケ所の造
船所と取引して其の保有工員を年開萬遍なく順次に各造
船所に配員し得る様努力すると共に，これを利用する各
造船所も互に協議してなるぺくその最繁忙期をシフトさ
せる様にすれば，何虚にもむだな工数がなくなるから，
全艘として更に船慣の引き下げが出來，將來起るべき合
図との造船競孚に工数の面では堪え得られる嫌になるで
あろう。‐‐

こLで恩ひ出す事は浪人がイギリスに居た頃グラスゴ
ウにカンカン虫の會祗があつ-亡，あちらこあらの船渠二
，、

出向いて鰡底の澱落し，錆落しをやって居たの壷見たこ
とである。この會辻では嘩搾室氣を用ひるスクレーパー
やワイヤブラッシュを持って居て賞に奇麗に船底を擶:険
して居たのである。塗船所でもこの種の仕菖IFが毎日ある
課ではないので，この仕事の馬に工員を抱へて遥く事は
むだであるからこの下請曾社を喜んで利用し，下詩會吐
も種々 の造船所を次から次へと廻ってあるいて，能率主
く仕事をして居たのであった。そうしてこの仕事を報『》
にやって居るので，器具類に對しても種々 と工夫を凝ら
し，よい仕事と，工数の節約とに努力して居たのであつ
"た。こういう様な下請會吐は今後日本でも必要となるで・
あらう。

新造修割こ要する造船所の末足工数を補う下諦曾Iii上と
'しては，鍍鋲、曾吐，堀隙の會杜，穿孔の會吐，祷族、
曾社，鍛工の曾刷或は之等のすべてをもつもの等が必要
であらうし，若しこの様な曾紘があれば，造艦所の作業
計惑樹立に對する苦脳を和らげ得るであらう。､こういっ
た様な下請業者ば在来あることはあったのであるが，多
くはボス的存在か搾取的階級のものであって，懐手し･て

配下工員の頭をはねるのを能とl・て居たものであったか
或は造船所に深い因縁を持って喰ひ下がり，或る種の口
入業式に人の集散をやって届たものであったから，職獲

=田ハジ､〆甦ハジシシ､,営為へデー会画戸一一戸、ﾊﾉ、"、ジ、ゴ、"、〆､ハエ、ﾉ、ハハ"、ハノ、ハハヘハハハ"Lハみ、ハハ余ハノ、ハデ
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O造船と下請會祗

貨物船建遥に要する鋼材1噸當りの船殻工数は，蝉＃
20から25位であったのが現在では60から70である
相だ。こんな事では自立經濟となって後の外國船受註は
到底覺束ないこととなるであらう。この原因には技術の
低下，努働時間の短縮もあるが，仕事が充分にないとい
う事も大いに開係して届ると思う。

≦購蹴鑑鯉麓雛霞鯉騨
しかも互換のきかないものもあるのであるから，一隻の
新造船建造期間中各職種全部を平均に之れにかけ得な
い。新造が適當に蓮綾してあれば，各職を毎日むらなく
-かけ得られて除b凸脚のない作業懲走表所訓山領表を作
製し得るが，現在の様にポツリポツリと新識附があるの
でばそうはゆかない。雄でも態でもアイドルが出来て來
る°このアイドル工数を新造譜が背負込むのであるから
自然と嘘り工数ｶ噸して来るのは営然である｡あると
き省線電車で蹄宅の途次耳にI職て来た話に，どうだ忙
しいかと間はれて，半日分の仕聯しかないのを無理に一
日中をさもある様にして居るのだから，仕事を延ばすの
に骨が折れるよと笑って答へて届たものがあった。確か

にこれ力纒らない現溌であるのである｡斯くて工敷の水
塀しが生れ，而も人件斑が嵩んで勝るのだから船偵力嘆
大になるのも無理はない。浪入の機織によると工場の能
力以上少なく共2～3割餘計の仕班を粥に持って居ない
と，工員を能率よく充分に剛らかす事は出来なかったの

である。
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一 浪建の潅言一

部門は無くてはならない癖に，閑があり過ぎて必ずしも
全員が全力を發揮して居らないから；それ丈け造船所に
とっては負婚となり赤字となるのである。そうかといっ

て此庭の仕薔jfは簡単に下請工場に出すという課には行か
ない。自力で何もかも能率よく虚理し得もる.る大造船所
は別として,!i』小の造船所でこの部門を黒字にする方法
を眞刺に老へて見た事があるであらうか。その方法は簡
軍だと思う。即ち地域的に中小の造船所力遁営に集董っ

て，その造船造機の設計能力を出し合はぜ，一ヶ所に集
めて共同造船設計所を設け，各種設計，工場月個面，試
騒，完成岡等をここに捨當させるのである。この設計所
にはさまで多くの人員を要すまい。然しここには關係造

船所からその優秀な設計者を邊ることとし，造船所の設

計陣は2，3の者を除き直接生産に営る方面へ配置換を

する事は勿論の事である。．

この設計所の迩誉には，關係の會杜がお互に我を張ら

ず譲り合って皆がうまく行く様に努めなければならなし、
のは常然で，各造船所の作業計謹に脳じ公xl'皇なスケヂユ

ールを識め組んで置き，現場から餘り苦慌の出ない榛に

努力すべきである。工場側から見れば多分極めて不便だ
といって反對するであらう。設計が現場と並んである事

は理想だが,戦災を受けた造船所が随分離れた庭に設許
を移して兎も角やづて居るのを見たら，昌当力歌慢のし
虚ではないだらうか。しかも會牡の存綾が問題になって
居る時は,今鈍りの甘い考は棄て去るべきで,寧ろ現
場が一締になってこの不便を克服L,黒字Iご向って突進し
なければならないのだと思う。經濟が安定し外國船の受
註等が多くなって來る時櫛には，この造船設計所は解散
して皆もとの造船所へ戻る事は申す迄もない事である。

⑫4-4J

、

安定法の公布と共に，之等は一婦されて仕舞ったのであ

る。これは欝然の事であるし，またかかるものの根絶を

再建日本としては飽く迄期すべきである。然し前述の様

に船侭を下げる一手段としてはどうしても噸當り工璽を

減らさなければならず，その爲にはこの種の下請會杜を

必要とするのであるから，イギリスの例で述べた様なや

り方の識|『的で合法的な新會而tが生れ出る事を望んで止

まないのである。

職業安定法によると誌負業者は，その示す3條件の何

れか一つを完全に具備して作業を行うことを要するとし

てあるが，その3條件中に専門的な企謡技術を必要とす

る作業を行うこととある。下諦の新曾社としてば，この

條件を滿足させる様にするのはさして難事ではないであ

らう。例へぱ熔接を措當するものは，その工員が特定の

熔接棒を使用して海野輔曾なりロイド協會の技侭橡定試

驍を受けたものであり，その棒を持って迩船所の現場工

事に從事することとし，また其の熔接順序等については

鎧該下請會祉の幹部が自ら現場で指示する様にすれば，

この條件に醤て嵌蓑るのではないだらうか。鋲打穿孔鎭

隙にしても，ハンマーやドリル鋲饒漉等を持って行って

ｲ燭鰭する下諦會刷:では器具修理班を設け器具の手入等
を自らする，また出来得ればハンマ.一・テスター，ドリ

ル・ﾃｽﾀー の様なものを設備して器具の能力維持に努.
める．そうして愈i位はその工員の技術の培養練磨に努め

て厳粛な船級協會の検査に合緒する様な工事を常にする
のであれば，專門の技術と共に，作業の主要稼動力とな
､る器材を自ら提供して“肘こるとともなるのではある
まいか。

問題ぼこうい(う種類の會杜が合法的に一定の工員を保
有して造船所の糖定工事を請負ひ，從來の人夫供論業者、

の様なやり.口と完全に－線を劃する丈けの手段を識ずる

や否やI』あるのであって，すべてを合法的にやりさへす‘
れぱ關係の筋の了解も得ら'れて，かかる下請曾杜が發足
する事が出来るのであらうと思う．。各造船所も之れが出
現を後援しその蓮醤を援くる事が造船界の癖に，極めて
望ましいのだと思う。こういう下請含吐は工事D繁閑を

調整する篇めに沖修理業の如き事を錐ねるのもよいかも
〆

知れない。

O共同造船設計所の案

現在の様に愁船所が經誉困難の時期を乘り切る篇めに
は，相當思ひりiつた事をする必要があると思う。'造船所
の仕事の中で極めて重要で常に蕊伽して置かなければな
らないものに設計部門がある。魔で新造船大修理工率の

少ない何となく寂しさを感ずる今の時蛎には，この設計
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噸數（用語解説）
1〕総トン‘数(GrossTonnageG.T.)
船の總内容穣を示す。11､ソほ100齢である。船細り

滅雄測度法によって測定する。
2）純トン数(NetTonnageN.T､）
G､T.から船員室，機關室等船舶運航に必要な積壁を

控除したもの。昭和六年以前侭登簿1､ン数と云った。

3）謂跡トン數(Displacement.Tonnag
前出排出塗を1､ソであら(きしたもので，船の重量を弘

らはす。1トンは1000kg,英鴎制では22401bsで，
1016kg.にあたる。

4）重量トン數①eadweightTonnageD.W､T・〕・

船に稜む荷物，燃料，義確水，食謹,船員，船客等の

綱重量。単位は抄制くトン敷に同じ。載貨重埜ともいふ。
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て,常時計霊中だった水上嬢母艦千歳型は必要の際容易

に母艦どして塒潜'2隻を蓮び得る様考慮された。即ち
特潜は水上機格納庫丙に收容し航走中レール上を滑って

艦尾の開口から進水する方法としたが，千歳型新造に富

り開口は設けず格納庫床,斌込口及びクレンのみ特潜に
合せて建造された。、

企図秘匿上，始め對潜爆撃標的,A標的,TB模型等

の別藩で呼ば》Lたが13年に再び呉廠で改良艇2隻の建

造を行ひ名稚も爾後甲標的と一定される郡になった。14

年には本絡的資縢訓練が始まり15年初頭より愈生産に

移り同年秋には千代田(=FM)は艦尾改遼を行って資
質上甲標的母艦となり格細装置が蜜艦で研究された。此

の年秋の縦横沖の日本海軍最後の畷繼式で，もし注意深

い人があったなら同艦々尾の異様な張出に氣付いたであ

らう。故岩佐，秋枝雨氏は此の時既に本艦乘組だった。

霊,6年春始めて千代田で發進笈験が伊識灘で行はれ
成功を收めた。常時呉廠では特潜を澄産中で，外板や圓
識伏の肋骨が工場丙で加工されてゐたが，組立は隔離し

・た烏小島の軍機工場丙で行ばれたため比較的目立たなか
った。

勿論當時筒潅織潜入は老ﾏﾐ､られず乗員は愛輿縣三机沖
の美くしい自然の蕊境で洋上襲蝶の訓練達行ってゐたの
である。

ハワイで戦残した故岩佐直治氏は木艇最初からの搭乗

員であって本艇を泊地嘆嘩に使用することを研究し自信
を得て同年秋上司を經て熱心に建言し，容れられて此虚
に眞珠鐸潜人が企圖されたのである。
當時特潜は20隻程完成しておったが即時使用可能の

艇は10隻程で其の中5隻は若干改造の上潜水艦の後甲
板に搭載され眞珠麓に向ったのである。潜水艦としては

完成間もない丙型潜“16，18，20，22，24）‐5隻が
指定さｵLた°この攻繋法は謹年のシドニイ，マダガスカ
ルの場合も同様だった。

所謂第一次特攻鰯ま斯くして総成されたが，此の場合
の特攻は戦争末期の必死必中の特攻とは全くその趣を異
にする。搭乘員10氏は特潜を自分の手足の如く操縦し
得るベテランであり，攻撃も避退も，十分に訓練濟だっ
た。素より狭い港内に潜入する以上生還を期さぬが當然
であるが，決じて向ふ見ずの旙突的な，計謹ではなかっ

た。1864年2月17日彌北戦銅南軍のDavid"

階謝が北箪の基地Charleston沖でHausatonic號

を沈めたに比すべき危険行動であった事も事震である。

攻撃を決定歩るのに立川氏の述べられた如く海軍省で大
愈議が開かれたと言ふのは無根である。只山本聯合艦除

特殊潜・航艇
ー

〆

一語ぢざる友に代って

．立川春重氏に答へる一

－

１
１

頑・井靜夫
』

ｰ本誌四月號立川春童氏の天皇陛下と特殊潜航艇の記事

中特殊潜航艇i三關する部分は室想で書かれたものと思ふ
が,奎部嘘である｡特殊潜航艇は我國技術者の非常な努
力の下に出來た濁創的鋤で而も關係者中には駿残者が
多い。獣するに忍びず敢えて筆を執ったのは搭乗員の只
管國を想った崇高な心情と，技術者の眞藝な努力とは，

割准の荊を切開いて我ZIE荊岐術を發逹させるのにそのま
上必要だと思ったからである。

特殊潜航艇似下特潜と略す）の着想は昭和8年に遡
る。國際聯盟､蝿と熱河省出兵等で外國の對日感情は悪
化し就中日米間の室氣は-鯛即發の事態であった。海軍
でほ萬一の際の對策力種々 老へらｵ芯たが譲備役の某大佐
の魚雷による肉攻案にヒントを得て艦本水雷主務部で研
鋸を始めたのが所謂將潜である。

蒋潜は乘員が操縦し敵艦に潜航肉薄して魚雷を發射す
る殿では単なる小型潜水艦に過ぎぬが，その着想が魚雷
系統者より出た事と，主務部が艦本一部二課c後二部と
なる〕であった篤，小型潜水艦と言ふよりは機購上大型
魚雷とも言ふくくう從って潜水艦としては無類な水中高
調生能を有する鮎で特長がある。

営時高速宍－ゼルの研究が進まず推進力は二次電池に
依るものとし，昭和8年秋伏見軍令部総長宮に主務者よ
り之が研究のお許しを願った庭，「プツカルのではない
だらうね｣と特に念を押された上お許しが出たのである。

早速極秘裏に設計を行ひ9年2月頃には呉工廠で試作艇
2隻の建造を開始し，夏には早くも高知嬬宿毛舞外で外

洋蜜験にかミつた°始めは司令塔の無い魚雷型だったが
疫験の結果小い司令塔を附け滿足な成績が得られた。水

中速力渡に24節に及んだのは船餓形状や反韓推進器が
適良であった事勿論であるが，大容丑tにして小型輕鐙な
二次電池，薫逓僅か1．5睡足らずで600馬力を出し得

た優秀な電動磯等を採用し得たからに外ならぬ。特潜は
言はぱ夫れ自燈力端密機賊なのである。

特潜は元来洋上の決戦場で敵主力を襲雛する艇であっ

I
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って菱進可能の事が到ったので，やつと､叱烏等へ籍千隻、
毎

進出することが出來た。

斯くの如く待潜は其後専ら局地的に使用される棒庭な

った力識走を電池にのみ依存し而も自己蒲篭不能の爲使
用に際しての不便は大であった。之は父歸還率の少い一
因でもあつだ。一方芙廠では甲標的訓練基地たる港外の
大浦崎（通種P華姻へ本艇専門の分工場が殻置され，

’7年度より操業を始め以後艇は此虚で組立てられる事と
なった◎

鐘に於て局地用として小型ヂーゼル發電磯を有ずる新

型が試作さ胞乙型と燕された。（此の際從莱の鍵は甲型

と改禰乙型の試作完成を侯たずに既に同型礎は最産に
入り之を丙型と稲しﾅﾆが之すら荷重能力と航繊力が不足

の爲18年末には根本的改良型たる丁型の癖究が始まり

20年2月に爽験を雑り極めて優秀な性能が確められた

のである。本型は直ちに赴産に移され主務部も艦本二部

（水”より四部（造船）となり本土總決職に伽へ各エ

廠及民間一流造船所を藩ど動員して大規嘆な建造が始ま・

つた･蚊龍と鶴するのは此の丁型の改名である。此の生

産は激化した空襲下に行はれ芙廠では本職及麗女島工場

にてトンネル中でも組立てる様な状況だった。絡職迄の

延完成激は丙型迄が約75袋,-蚊龍は約110蕊（他に未、

成多激〕程であつ↑こと記憶する。

長官は「乘員を收容するに非れぱ賞施せず」と鰻く言明

した事は本常である。

特攻際による眞珠湾攻撃の戦果については吾人は之を

知る溌會を持たない。特潜は飛行機の第一次攻撃後に襲

鴎する計蚕であった。叉常日夜眞珠溝内で犬爆發があっ

たのを我一溝水艦が望見し，その後で特潜の－挺より襲

準に成功の無電があった邪を知るのゑである。

織騨険容の篇前記5隻の潜水鑑は常夜及翌夜ラナイ島
西方海面の溌定地で空しく侍合せた。諜定を鍵更し更に

一日待ったが途に一挺も戻らなかったのである。5．隻の

特潜中酒巻元少尉輔塵第1號として知られる）の指揮

する艇は潜水艦より發進して薄口へ入り得ず，獄念して

歸還中艇ば航行不能となり陸岸近くで棚坐沈没したので

意を決して泳いで歸還せんとし，遂に酒巻氏の承米軍に
～

收容されたのである。

待潜即ち甲探的は引綾昔芙職で簸産されたが本來の目

的ﾅﾆる母鑑より謹進して洋上で行勅する機會はなく，母

艦も瑞鯉は既に沈み，千蕊，千代田は空母へ改造中で，

鍛後の一盤ﾅﾆる日進が18年7月沈むに及び，搭載母艦

は皆無となった。既に母艦によりソロモン，キスカに若

干葵進出してはおつだが，此遮に及んで犠送方法がなく

一時曳航総遥も試みられたが19年夏以後は新に就役し

龍一等総塗篭（待々〕の甲板上に2隻搭戦しそのま魁滑

甲標的及豆溝要目
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此の豆潜は18年6月職鑑朧誕が鯉沈した時に再度使

用され，鈴木伊智男氏の指揮-j-る艇はよく沈没鑑に接近

し得たが，職倒しになった艦首の手摺内に艇を突込熟行

動の自由を失ひ辛くも綻後の-鋤で雛MEFj-る事が出来た
妬である｡共後豆潜はあまり使陥されなかった様に恩ふ。

〆●

以上の如く職潅は立川氏の説の様に西村式豆潜の軍な此の豆溌
る模倣だったのではなく全然無關係な而も精巧な兵器だ用され,鈴一や
ったのである。昭和’’年頃より外國の記事によく霊誹し得たが，

･鱸皇驚麦餓灘蕊駕息繍裟鱒
は知らぬ。伽eの軍鐵辰には豆潜の富眞があり，叉米
國海軍學會誌に佛誌LdYacjltの稗撒としき侍潜に開し一~－､～

へび乱J,ゴーヴロゴ､〆レーレーー一記与与一一一ハーー与鼻ニーヂニーーﾉー

幾分正鵠を得た記事が出てあった郡もあった。
・しかし西村式豆潜と海軍とが無關係だったかと言ふと。。
さうでばない｡御承知の如く豆潜は民間の研究家西村氏5月｜
が海底珊瑚採集の爲建法した純平和的用途の艇である｡． 現有：

しかし明治38年5月旅順港内の沈船引鍔用として海軍〆つき；
が伊ﾒ鋼より職入した救難船猿橋〔前名サールス號〕附
一風の潜水船は多少小型でつたが薩勝は殆ど西村式豆潜と
同じであった。海軍では之に就いて孤究資験したが賞用
l葦催するには至らなかった。共陵”年經つた昭和10
′年夏職演ドックで西村艇一隻が進水し（第2號,20唾）
海軍は猿橘附鬮艇以來潜水ｲ1諜瀦の研究をあまりしてお
らず,叉狩織現営時でもあり剛式蒐獣注目したこ，’7×

訂！正〃
5月號32頁園内資料のタンカー會砒

現有勢力の表中拐海運は擬海運の談に

〆つき訂正します。 1
1

ごミーーハョへ品一一しへ〆ｰ～一一ヘーーーハ…ハヘヘヘハーヘ一

t 海用双眼鏡

x80脚付大型品

×50諭蕪．夜間用
特殊レンズ装置

其他各種製鐙
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、，
と鯛斌だった｡
14年2月蝋後水道の水深87米餘の地黙で伊63潜
が迩難沈没ﾘー るや海軍は豆潜使用を決意し念逓西村艇2
隻を蓮邊船金龍丸に繕戦して現場に透り沈潜の捜索をす
る一方之を手本にして改良型潜水作業船砦千隻を呉廠で
急遥した。

’本救難作業は深海サルベーヂとしては世界的のもので
本誌郷i氏の記事に見る通りである。此虚には努力一ケ
月後に故堀内康唯氏の指揮する-艇が沈潜を確認した事
を記すに止める。
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深海サルベージについて〈二）
－伊63潜救難作業と米潜スクエアラス號救難の比較一二
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5．1939年2月1日，伊63號潜水艦は盤後水道水ノ

子鳥燈臺の北5浬の地卿iで隙縫伊61と衝突，艦橋にあ

った6名證除いた全員と共に水澪g型翌握底1号沈んで
了った。

急報により奥から派迩さｵﾄた救剥轌は直ちに潜水夫を
入れて生存者に塞氣と流動食を#齢し大きな釣鐘の中の

水を墜搾空氣で駆除しながら，.生存者を救出しやうとし

た。然し製後水撞は瀬戸内海と太平洋との潮位の差から

狸い南北流があり，最高4節に達してゐる。時あたかも

新月の大潮でおまけに北両の季節風が吹きあれて潜水夫
を入れる事が出来ない。

救難浮標も上がらず艦内の摸様は一切不明である。憩

榊寺をねらって2日'1息前2時，潜水夫を入れたが掃海索
がもつれて詮り，表面は潮が止ってゐるのに深海ではす

でに鱒流し，潜水夫は遂に海底に達する事が出來なかっ
た。

次の潮も次の潮も次の潮も潜水は不成功に経0，遂に

溝氷艦を見る率が出來ず，たとへ艦丙に生存者があった

‘としても絶望と画定せざるを得なかった｡海は深く潮は

早く，普通の潜水法ではこの救難は成功の貝込力無いと
獄定された。このため西村式の豆溌水艇の利用が考へら

れ西村式豆潜水艇が佐伯に透られた｡こ裁罵長さ20米
直極約1．5米の軍殻式の潜水艇で300米の耐睡力をも
ち，水上はカソリン機關で水中ざは電動機で動くもの･雷
あ る。、

救難陵はこの豆潜で沈潜を畷察しやうと試城が,惑
八ツチ．

米の海底では晴天の日でも覗界は4～5米に過ぎず，海
底の速力がおそいために潮の早い時は使用出來ず,-小潮

を利用し亨潜航する他はなかった。豆潜を沈潜に導く方
法として,擶海索を取り付けたブイから，潮の流れと直

角に導索を沈め，3．月1日豆潜はやっと伊63潜水艦を

發見出来た。然し，沈潜の附近にはいろ.いろな綱がたれ
、

下って豆潜の行動を阻，

一

害し，且潮の流れと沈

潜が交角をなしてゐる

ために豆潜は潮を背に！

うけては沈潜に流しつ
、

けやれるおそれがあり，
一と通り外観を見るの

閂

に1ケ月を要した。し亀

かし豆潜ほ海底を這いノゾ

歩くので見えるのは船

底丈でハッチの状況は

見えず，以後の作業を

するために必要な船首一

尾の位置浮標を取り付

ける事さへも不能であ

った。このために偵察

筐と云ふものが作られ

た。これは長さ約3米

直經1.5米の耐座の筒

で，カラス窓を備へ，

1

、

ガード

西村式豆潜水艇
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この中に人が人って水上から吊り下げ,､沈潜を爾擦しや
うとするのである。沈錘を付けた導索に治はせて偵察篭
画I

を入れて，潜水濫の上甲板の穰子を見やうと云ふのであ
る。､この調査の結果前部蕊射管室のj､ﾂ.チは閉ってゐて
わうかに篁蘋が洩ってをり，後部ハッチはケツチカ;外れ
'寸ばかり開いてゐた｡伊63潜の船尾は沈没の際ぼげ一
じく海底に衝突したため上方に折れ曲ってゐた。司令塔
空ツチは途に見る事が出來なかった。前部ハッチに降り
た時の蕊索を前部の，後部ハッチに下りた時の導索を後
部の位置浮標とした。かくて5月1杯を調査に蜜して救
難計謹が検討された修潜ﾜk夫が使用出來ないの毛,ブロー
等による重量の輕減は行へず，1200屯の重量を全部吊上
げる事とし，12對の大廻索を用ひ，4枚4枚滑車と3
枚3枚滑車で壷に減速して24墓のjｳｲﾝﾁでまき上
げる事とした。大廻索を繼底に通すのには普邇の様にト
ンネルを堀る事が出來ないので,先づ前部に導索をすく
ひ込んで順次に65粍鋼索の大廻索に引き抜き，先づ前・
部を吊り上げこ上から後部及中央部の大廻索を歩くひ込
む事となった。12本の大廻は前後部に各5本，中央に
2本配置歩る事になった。吊場船には油糟船佐多力錘ぼ
れ，佐多の前中後部には互大なガーターが取付けられ’
ガーダーの端には直經650粍のシープカ鞭り付けられ’
大廻索ほシープを通って艦内に導かｵし折り返してニッパ
ーストッパーで4枚滑車を取付ける計認であった。地切
の際の荷重の珊加を考慮し，油タンクには注排水装置が

ァ，佐多装伽圏 ざ

設けられ,卿の干滿の差と合せてこれ丈で4米の地切が
出來る筈であった｡8月1杯を佐多の數遥に致し9月の
初めから引揚げ作業が行はれた。大廻索を通し総つた虚

で豆潜が潜航して大廻の貫通位置を確認した。後部の大

廻がや上前部にかたよってゐたが，前部の大廻ほ十分喰

ひ込んでゐた。10月上旬第1同の吊揚を試み，注排水

と潮の干滿の差で4米を吊り上げたが，沈潜を動かす事

が出來なかった。荷重(輔榔力輕く，後部はや上動いた
程度であったが，中央部は非術に重くてまく率が出来な

い｡注排水による吊船への荷重の増加と吊船の水バラス
トの排出量とをグラフにして見ると，直秘であるべき荷

重曲線が，綱のイールドポイン.､ﾄの様なイレギュラーポ
イント力謹ケ所出て来た。沈潜はたしかに4米吊り上が
ってゐるのに動かないのである。いろいろな鮎から考慮
すると沈潜が中央部で折れ，荷重､鵬のイレギュラーrポ
イン'､ほ内殻のバツクリングによるものであらうと，推
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響は受けてゐない穰である。これに反し伊63は最高4
節最低'節の潮に悩まされた｡潮の有無が,雨者ほ壁同
じ條件であるのに全く異った救難方法を探らせる原因で
あった。‐

d.スクエアラスはポーツマスから約15浬の比較的
雲也に近かったが,､伊63は船渠Dある臭から140",

最も近い避難港からさへ’4浬あった。

e・スクエアラスでは繼丙には嬉存箸があり纒丙の原
因はすぐ明らかになったが，伊63の場合は艦内の生存
者がなく，伊61の船首の破掛伏況から大鎧め衝突破孔

の大きさが想像された丈で，艦丙諸辨やハッチの開閉状

況は全く不明であった。 一

次に雨方の救難方法を比較して見ると，

a・スクエアラスでばモンセン式救命鐘を用ひて33

名の生存者を救出した事は-1つの記録を打ち立てたもの

である｡‘この黙伊63では完全な失敗であった。

b.スクエアラスでは潜水夫を用ひる正統な方法を用

ひ，潜水法そのものに幾多の改良を加へた。これに反L

伊63では潜水夫を用ひる事を勧念しその代り豆潜や痕

察筐を始めて救難に用ひ1つの記録を作った。

c・伊63が吊上げ移動と云ふ正統な行き方をしたの

に對し，スクエアラスはプロータンクと繼丙ブローと云

ふ捷座を選んだ。

d・スクエアラスではブローの失敗で2度伊63で(詩

船燈の折損のため，1度のやり直しを除儀なく,されてゐ
る。浅い救難なら當然藻め溌防されたであらう事故詮起
してゐる。大正12年の71號潜水艦でも1同吊り落し′
藍やり，戦争中トラックぞ沈んだ伊謁銃（この纒は専
ら鑑内ブローで浮揚させた）でもブローの失敗をしてゐ
る。鴻毎サルベージでは事故なしに行く事は稀で，如何
に深海サルベージが困難な作業であるか壁分る。

深海サルベ戸-ジでは7鋤<病の他に有形無形の困難が演
ほってゐる事を痛感される。

成果を比べて見ると.スクエアラスが33名の人命を救
助し，船燈を修理して再び就役させたのに對し，伊63

では引き揚げた錯燈は2ツに折れて了ひ，スクラップと

守るより他侭なかった。

雨者とも数人の負傷者を出したが1名の殉職者もなく

且不具になった肴もゐない。か上る困難な大作業に於て

此は賞讃に値する事で，71銭潜水艦や43跳潜j鑑で潜

水病の死亡者や潜水病のため生涯を不具者に癒った者を

生じたのに比べ，技術の進歩と作業者の技側と注意Iこ敬
意を表しなければならぬ。（15頁へ澱く）

吊る事が出来ず，中央部に大廻索を端さねばならない。
それには折角取り込んだ大廻索を沈めて佐多を解放し，
呉へ蹄って艤装をやり直さなければならない。救難際は
-止むなく’時作業を中止して大廻索を海底に沈めて臭へ

引き揚げた。前同の經駿に鑑ふ中央の大廻を堀す事がど
うしても必要であった。このたあ中央のガーダ雫を2本
とし，各々 のガーダーに2本宛の大廻を取り付け，その

代り前同輕かつた前部のガーダーの大廻は3本に減らさ
れた。この大廻の配遥はI}』央の折損部がバックルしてゐ

るけれど，その迩緋性を全部は失ってゐないと云ふ假定
の下に決められたものである。佐多の改造に3週間を費

し筵作業隊は再び現場へ向った。第2同の釣上げは成功
したが中央部の荷頑が重くて中央の大廻にしばしば故障
が起った。佐多の繋留装置に大がかりなブイを必要とす

る所から，沈没現場で約50米を捲き上げ，’學に佐伯

鱈へ入る計謹であった。湾内ず、入れば潮も風も大部楽に
なり繋留装涯ももつと手軽なもので濟むからである。こ
のためには大廻の主テークルをオーバーホールする必要

があったが，このために大廻索をシープの軸からたれ下

ったペンデン'､にニツパース'､ツパーでしめ付け，大廻

’本宛順次に主テークルをゆるめて組み直した。このた

めこの捲揚げ作業は非常な時間を要し,1940年の新年は

潜水艦を吊ったま坐迎へた。1940-年1月佐多は始めて

伊63を吊って移動し,佐伯湾内に人って永深4.5米の虚
に繋留した＄こ上で始めて潜水夫を入れ沈潜の状況を詳
細に調査した溌想の通り沈潜ほ繼矯直薩で折れ，しかも
折れ口は完全にイールドして両方の切れ口は2米も喰ひ
蓮ってゐた。更に捲揚をつ時けて佐伯海の北岸愛井の海
演水深.25米の虚で沈潜を着底さ.せ，佐多の任務は縫っ
た。これ以上は沈潜の艦橋が佐多の繼底に蜜るので佐多
ではもうまき上げられないのである。

此虚で折損箇所を完全に切勤し前後部を別々 に,､ラメ
船で吊り上げ前部は抄眺浮揚させ，後部は1,ラス譜で吊

った蓑上船渠へ入れる事となった。折損部の切勤には水

中瓦斯切鐵が剛ひられ，沈没から丁度1年間の．2月1日

すべての作業を維って作業隊は解散された。

6．スクェアラスと伊63の救難作業は深海サルベー

ジの双壁として，幾多の新らしい技術と記録を作ってゐ

る。この雨者を比較して見る事は興味深い事である。

a・沈没した船の大きさほほ僧同じである。

b.水深はスクエアラスが241爽伊63が92米で

伊63の方が深い。

c・沈没位置の潮の早さはスクエアラスの場合は特に

報告されてゐない溢潜水作業の模儀から見て大して影
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‐海難と信仰一’
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一

木 村俊夫
■

稻飯〔いない〕命乃歎きて同はく，瑳乎我測は則ち天

難所と悪赫 赫，母は即ち悔赫なり。如何にぞ…･･･我を海に厄〔たL

・幾多の難狐鐇を出した箇所はやがて難所として人々がしな)むやと。言ひ誌〔をは)りて，乃ち刺を抜きて海
譜に注意を梯占犠になるのは當然であるが古代人はさうに入りて鋤持〔さひもち)刺となる。三毛入野命亦恨み
一言ふ靭獅を軍に潮流が速いとか,I層礁が多いとか云占禄て曰く我が母及び嬢〔をぱ〕は並〔とも〕に是れ海祁な
な自然的原因に於いて把握すると云ふよりは，寧ろ宗教．り。何爲〔いかに〕ぞ’波瀧を起して濯錘『をぽ〕らすや
野

・的にさう云ふ箇所に蔵悪祁が居りその祁の力によって難と言ひて則ち浪秀(なみのほ)を蹟&､て常世郷に性（ぃ
砿させられるのであると老へた｡‘航海を脅かす大波を起でま）しぬ〔日本書紀〕
すのも風を吹かせるpもみなこの悪赫のせいであるとLとい占悲壮な物語もある。また日本武奪の御東行に際し
-た｡斯る考へが存在したと言息惑は識己の物語のみならては'乃ち海中に至りて，暴風忽ち麹り，ミE船湾蕩〔た野
、ず，風土記或ひは萬紫集の歌等によっても知る事が出来 よ〕ひて渡るべからず。時に王に從ひ童つる…J･･弟摘
一る。例へぼ日本謹紀には日本武騨の御事擬として‐ 姫.…｡.･王に啓して申さく,今風起り浪泌<しげ)くLて，
吉偏ゐ穴濟<あなのわたりの〕刺難波の柏濟〔かしは 王船渋みなむとす｡是れ必ず海刷'ならむ。願はくは我
・のわたりの）跡，皆害心有りて毒氣を放ちて路人を苦しましめ並びに澗害〔まが〕の薮こもと〕たり。故れ悉く・の身を以て王の命を繭ひて海に入らむと｡､言ひ謎りて乃ち猟を披(わ)けて人りぬ｡韮風即ち正ゑて,船岸に
其の悪祁を殺して並に水陸の控〔みち〕を開けりと。 箸くことを得たり（日本雷紀）
。とある。また郷奮陸風土記によれば
この里に舟引きの原あり。昔耐II前(かむさき〕の村にといふ涙〈・ましい物語もある。然し斯の如く鰯:い人の命
荒ぶる瀞あずて海に行人〔ゆくひと)の舟を半〔なか〕らを海祁に捧げなくても’何か幣物を捧げる事等によって
．留めき･こ上に往来咽訓悉く印南〔いなみ〕の大洋の江祁意を和むことの方が資際は多かったであらう。斯る方
に留り，川頭〔かはかみ〕に上りて賀譲IM多くかをりた〕法の一つとしてその難所々々に對して一々幣物を奉る蔀／

の在より引き出し通ひて赤石の郡の林の潮〔みなと)I三もあつた｡‘在嶺よし對島の渡〔わたり)W"I(わたなか〕に幣蝋
出でき。故舟引の原と言ふ。 さ〕取り向けて早還り来ぬ（萬葉集〕。
、とある。 荒津の海苦幣奉り齋〔い(垂ひてむ早や還りませ面蘂
從って彼等は斯る難所を恐れたと言ってもそれは極め （おめがは〕りせず9司右)。
.て原始宗激的なものであって,結局僻は刺I意を荒立て
､い様，和める様，謂ばぱ提ん逼のである。彼等はその雄一 航海安全の所願

所を通過する事が是非必要な際にほ,.極力祁意を和める
様努力した。耐'1武天皇御東行の際熊野錐で顔る雌航さ然し難所にぱかり海の祁は居るのではな･い｡､至る所に

居るものである。彼等は共等の刷I々 にも航海の安全を所
・れた時の博へとして

1－－14－
埴
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．とある。また郷奮域楓土記によれば
この里に舟引きの原あり。昔耐II前(かむさき〕の村に
荒ぶる認あ＃て海に行人〔ゆくひと)の舟を半〔なか〕ら
留めき･こ上に往来の舟悉く印南〔いなみ〕の大洋の江
に留り，川頭〔かはかみ〕に上りて賀意到』多くかをりた〕
の在より引き出し通ひて赤石の郡の林の潮〔みなと)IS
出でき。故舟引の原と言ふ。
、とある。

從って彼等は斯る難所を恐れたと言ってもそれは極め
，て原始宗激的なものであって,結局僻は刺I意を荒立て
‘ぬ様，和める様，謂ばぱ提ん逼のである。彼等はその難
所を通過する事が是非必要な際にほ,.極力祁意を和める
様努力した。耐'1武天皇御東行の際熊野錐で顔る雌航さ
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－ 船舶史一

願したのである。我々は萬葉集の中に斯る歌を数多く見すると，それ程この稗は抗海者にとって信仰されてゐた
出すことが出来る。’と言ふ事が分るであらう､．、
．･･･.､海原の遥にも臭〔おき〕にも祁留〔づま）り領〔う然し航海者にとって信仰されて居た聯は此の祁許6で
しは〕き坐〔いま〕す諸(もZjもろ〕の大御祁等……はない｡先づ胸形の大祁である｡此の祁は天照大諏力筆

■

悔若〔わたつみ､〕の≦づれの祁を齊はばかゆくさも來菱鳴愈との誓約によって生ませられた田霧〈たぎめ姫，‐
さも船の￥けむ・猯津(たぎつ〕姫,-市杵鴨(いちきしま〕姫の三女流!（日本
また船出するに衝り出發地の方で祁を祀り航路の無訓書紀）を言ふのである。此の祁冬は或ひは筑紫の胸肩君
を斬る事もあった。等によって，或ひば同じく笛紫の水沼君等によって祭ら”

‐大海の波はかしこし然れども稗を癖くいは〕ひて船出れた禰であると記されてゐるが，また一方旧道の中に降
せばいかに‐居じて･…･･」と.も,『葦原'･i極の宇佐鴫に降居さしむ6今
四の舶ふれ〕はや遼〈)來と白香著け朕力鑿の裾に鎭海化の道中に在す｡鏡を道主翼“ちぬしのむら〕と日す
〔いぼ〕ひて侍たむ……」とも記されてゐることからして考うべきである。．
後の砿は’孝謙天皇が使を唐に造された時の御作であまた事代主赫は，前述した住吉の大祁と共に，澗功皇后
る。遣唐使の發遣に際して當時に於いは公式に祭儀を執の朝鮮御渡航の往還に際して皇后に再度憩ったと記され
行せられたがそれは住吉の大赫を祀ることであった。てゐる｡また此の稗は｢八尋熊鰐にｲ鴎b……｣とか，
住吉の大祁は航海するものによって非常に信仰された睦行きて出雲國の三穂之碕に在し,釣魚する池て樂
祁である。航海者はこの刺Iを祀ることに依ってその航海と爲す……」とか或ひは「海の中に八重蒼柴雛〔あ達しグ
に非常な安全感を持つ辨が出来たのである。ぼがき)を塗りて，撫撒〔へ〕を踏Zたて避〔さ〕りぬ....｣とか
筌ゑつ倭の國は水の上は地往く如く船の上は床に坐記されてゐる。此等を綜合して老へるに，此の祁も亦海！
る如大祁の鎭へる域lぞ四の舶〔ふれ〕舶〔ふれ，の脚として，往時の航海者が厚く信仰した紳かも知れな
の舳竝ぺzI皇安〔たひら〕けて早渡り来て.….､住吉い。（完)(多賀工業専門學稜数援）b－－戸‐-‐

’

に齋〔いつ〕く疵〔はふり･)が赫言と行くとも来とも船
は早けむ

|填灘犠溌
此の秘(ま刺1代史によれば伊弊諾鹸が筑紫の日向小戸橘
乏〔あほぎ〕原で祓除〔ほらへ〕詮された時，海潮の底．
中・上で生れられた底筒男命，中筒男命，表筒男命の三
祁〔日木"紀）のことである。此の肺は後に朝鮮御渡航

ユ

｜に際して他の祁々と共に，刷I功皇后に懸かれ，計叢を導
’き，また航海の無事を護られた。叉大和へ歸還されるに
鴬っては日本雷紀によれば
皇后に誘〔をし〕へて曰く，我が荒魂をぱ穴門の山田
邑〔のむら〕に祭らしめよと。．….…....､……価〔よ〕りて
祠を穴門の山田邑に立つ。
とあり，，また

○

三赫，諺〔をし〕へて日ばく，吾が論I魂をぱ宜しく大
津陣中倉長峡〔おほついなかくらのながを〕に厨くく
し。便ち因りて往来〔ゆきか〕ふ船を看〔蕊〕むと。是に
於いて脚教の随〔まにま)に鎭坐〔しづめま〕さしむ
とある｡此等の物語は既に各所に此鞠Iドヵ嘩祀される．
様になったその由来を説いたものと解してよからう。と

一一一一一一・三一二二今

〔28頁より）

機械性能向上の跡を端的に示す一例としてその燃

料消費度鐙遜の|儲Iを掲げる｡燃料消愛度とは壌關
の1馬力時間に要する燃料の通のことで，これは

直接その熱効奉の向上に鵬じて減少するものであ

る。第1岡は往復機械，錐2岡は夕､-ピンに對す

るもの垂何れも我が国商船主機械多数の演績に

基づくものである。鰯1岡は28頁にあり）
〃、
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← 鉛・の科學一
一

最近の貨物船の輕荷重量と船殻鋼材重量
大久保洪徳垂

灘瀦蕊驚欝難懸謹蕊鰯灘訟蕊…鱸憾蕊鴎爽総…KD1番船は3D型,｡"13,14,15,24,26及27"

躍篭撫懸灘}､鋤,鶴型;機關の離鱗はｱﾌ゙1ｴﾝデﾝ鱗，第7，”''6及1，審鵬はｾﾐ及船殻の構造方法等によって相営に愛化するが，最近新アブトエゾヂン船で，その他は三島型船であるbKF1～11番船はヂーゼル主駿の爲省略したが第12~

造の貨紘船醗舶公園共同發註船）は次の通りである。第昌一表はKB型,第二表はKC型，第三表はKD型,15番船は第一次,､16～25船は第二次，第26～35番第四表はKF型レシプロ機蕊鰡の主要を目”諸醸識の一丁・船は第三次船で'全部NK船級船である。叉第畢獅浩のセミアブトエンヂンの外は皆アフトェンヂンである。．．.‘－．－．－－：,.,,._._．‐．．．一-‐‐－－－－－－‐

赫鋤卜水量を脚WI1にとり，淵翻Iに輕荷重量と船殻銅獄
重量をとって各船を記入すると第一表が出來る。即ち極
く大ざっぱに云ふと

鯉荷重量＝滿載排水趾×2/3
と云占黙になって長船橋繊船は少し大きく，､叉遮浪甲板
船はクローズドの排水最を採った場合である。叉船殻鋼
材重鎚は

鑑郷卿電量蕊膿職懲:0夢‘
で大艘直線的開係にある。

第2個はC型を，第3岡はD型を叉第4岡ほF型
を同様な方法で間示したもので，斜の線は浦戦排水量に
對するパー髭ソテ．イヂを表したものであ･る。
船舶公團の共同發註船は船型の種類が少く噸數の幅も
狭いので》叉D型は大磯普通の三島型船,C型(き:長譜
橘櫻譜,B型は遮浪甲板紺が多かった篇に，軽荷重錘と
船殻鋼材重量が大攪直線的に表れたが，色餐な船の賓料
を腿箆園にとってプロツ'､すると，同一船型（職えば三
島型)毎に鯉まって曲線が出來る。即ち船が大きく成る
程諏雌ト水量に對すうる軽荷重堂，鋼材重量の小さくなる
凸形の曲線に遡る。そして他の船型曲線は大艘之に平行
･的に表れる峨級，機關の種類,叉噸當磯I蕊馬プj数の釧
合によって鍵る”この様な關係岡を作製して置くと輕
荷重量や鋼材重遥の見當をつけるのに非常に便利で且叉
大きな誤りがない。

欧米船と日本船と比較すると日本船は軽荷重塗が重く
赦貨重遼が小さい。その見鴬は總噸数の十分の一位であ
る。職えば總噸数一萬噸の船では載貨軍iltが約千噸小さ
い。原因は色常學げられるが別の機會に譲るとして輕荷
重量が重いと同じ載貨重量を得るのに船鎧が大きくなり
從って同じ速力を出すのに大きい馬力が必喫となる。即
ち戯貨簸堂當り･の船償が高くなり，燃料費その他の經謎
が餘分にかかって，大きなハンデキヤツプがつく最近造
船郷阿の同復は目ざましいものがあるが，未だこの方面
の關心は比較的に薄い様に恩はれる。然し軽荷電量""
減は外國船と競走する場合にはどうしても考へなければ
ならない&ので船に關係する者すべてに課せられた重大
問題である。（船舶公團匙修部）

篭熱緒の長さく垂綴闘)×幅×藻を米“て表
し左もの,連ﾂｮは公毒鰯#"(大繼10.･20%載貨）
の週浴出力l鋤するもの，叉主機縄の英語は溺淵の濯識
でjTばターーピン,Dはヂーゼル,RS(3:.レシプ戸〔一

霞:懸蕊熱殼鰯識龍脳蕊驚
と,L"は指示馬力〕とその同轄数廷ある。主罐棚のW
T・は水管雛でNo.2N0．3Nob5は夫曇乾燃式凰誰二
號罐，三號罐及五號罐で；次の数字は罐数である。排水
噸鯉と方形肥錆係數は瀧載吃水のもので，叉噸數關係の
』鍵は識識鍵汝であ･るから完成噸数は多少鑿るものがあ
る。載貨噸數と輕荷噸數との和臆排水鯉政に成る筈であ
るが，相違して居るのはマーヂン途見込(jでゐる爲であ

鑑駕雛譲謹難藤灘議農欝
及その他に大別して表示した。
KB1,_2及3番船獄第二次發註船で三島型船,第三次
の第4と5番船と第四次船の第6，7及8番船の五隻は
遮浪甲板艦である．船級關係は第5番船がNKと戸イド
の＝重艦級の外は皆叩くとABの二重船級をとる事に
してゐる｡排水噸数の括弧内の噸敷は遮浪馴反の)､ﾝネ
ーヂオープニングを閉塞した時，採ろうとして居る排水
噸數である。即ち軽い貨物の場合には船艫一杯に載貨し
ても排水蛍に餘裕が残る力蓮い貨物の時には滿載吃水線
迄秋城して&尚船鎗に餘稜が出来る．この様な場合には
オープニングを閉塞して,吃水及満載排水堂を増大して
載貨重鐘を増加し危方が有利である。KB型遮浪甲郷間
は澱めニの事を考慰して滿載吃水を大きく出來る様に設
計して居るが，この場合の排水噸数が括弧内のものであ
る。

KC1～5番船は雛二次,6～12番船は第三次,13～16
番船が第四次船で，第11及13番船は長船尾醗譜の様
な船型であるが，その他は三島型船で罐三次と第四次の
分は長職驚捜に設計されてゐる。繊維第1～12諦沼が
NK叉第1.3～16番船はNKとABの二重織職であ
る。一

KD1～6番州は壷業設備瞥團より非繼承の綾行船で，
第7～14番雛が第→次，第15～24番船は第二次,第25
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一 多量生産一
～■

造船に麓る多量生産
其の2

｜

堀 元 美

（カットば蕃者霊SB艇）
工灌標準化を目標と'てて，作業法を明確に定め，準備や

嘉膳霊詮h鞠燕耀蔬佳穐篝
たから,從業者の熟獅､何を間はず良好なる成績を得る、。

･こと.が出來た。・

資際問題としてば，営峰工員の大多敦を占めてゐた中
學々徒を以て相當の能率を學ぐるを得，また未熟練者の
工作せるものに對しても充分の信頼性を持たせることが
出來たのはこの方針に負ふ所が多い。
次に工事の簡易化は，戦争p切辿に伴ひ，欝時の船舶
全般に全面的に迩馴された方針であるが，特にこの同型
船多数建造に鱈ってば之を重要硯し，一部に於て職多少
行き過ぎた観もあり,SB艇め如きは粗製露非難さへ受
けた鮎もあるが,之(ま多鐙生産の淀め'輔製となったの
では決してない。－．

本蔵的には多鑓生産とすれぼ，前記の如く工作法に充
分の考慮を加へて立派なものを作り得るものである。即
ち1種の工作物に就てその製作個敷が少い場合には特殊
な工具なり治具なりを準備まるために大きな蜜用達掛け
ることは困難であるが,製造個数が多くなると専用工具q

を用ひて探算可能となり，從って熟練者乃至は所謂名人
鑿を要求することが少くなる。之が即ち多鐙生産の利灘
であり,從って多くの近代的な高精度製品の普及は多量
生産の賜である。、
こ,のことは，船鐙等の場合にも奮然現れて来るのであ”
って,例へぼ大型プ戸ツクの組立l朝jひた治具の如きは
その1例と云ひ得る。亦その--画同じ工程を繰返へして
行ふことになるから，之を簡易化し得る熱については織
計も工作法も十分に練って，無駄のない様にする･ことが
肝要である。

本例の場合崎職時の特殊厳要求と相佼って,必要條
件を浦たう鐙少限の簡易な設計を採用することLして，
線剛の一部を直繰化或は側弧化するとか，居住装澄の忍
び得る部分を省略するとか，施工法の一部に於て船の蕊
命短縮を忍んで簡略にする等のことが行はれたのである《

111エ事寅施上の新企霊-′

(3.1)工事の鎮準化，軍能化及び愈易化

本節漂題の3つの方針ほ，この建造企謹の主要な性格〃＝

を爲すものであった。

大鑑共通的な基本部品に規裕品を使用することほ近代
工業成立の提本であり，この観念が多鐙生産の基礎とな
って,通風機や卿筒等の甲板磯城類,通風筒頭部や弁の
如き職装部品類,亦アイブレー】､の如き金物類に於て日
本標準規格品や,海軍船禮部制式品が使用されてゐるの
であるから，之等の適用施函を極度に搬張することが，
船磯斌産の第1歩であった。

次に1歩進んで，この船型限りで同質同型のものが統
一使用出来る場合は，船殻部品も艤装部品もなるべく之
を一定のものに設計し事箭の許す限りに於て，軍に1船
分に限らずなるべく多数を一括して生産。亦は一銅Lと
して生産する，之即ち孵成部品の標準化である。

かくて同一製品を多数製造するものは勿論1更に1隻
には1通りしかないもあであっても,.多数を建造すれば
繰延へして同一作業を行ふことになるので，一般に磯賊
工場に於て行はれてゐる工程管理の考へ方を適用し工作
法の各段階を標準化する。

Iそしてこの工程を適當に腫分して，之を単能的に1つ
の工員グループに擢當せしめる，この瞳分されて1つの
グループに割営てられた工事量とグループの人難とは迩
當に按配されて居ないと’1隻毎の必要な製品が適當の
時磯に流れ出て來なIJLことになる。省辻程に配分した人
數が，姶も所要工数に比例して箪位工事の所要時間がど
の工窪でも等し●なれば，之が飛行擬生達の方で所謂1
上･ツチとなる。。′

造船に於ては,こ泥迄の調整を全面的に資行すること
は，建造隻敷がそれ迄に多くはないごと，部品の品種が
甚だ多ぃこと等から困難であり，この賞例に於てもとて
もそこまそは質現出来ずに怒ったのである鍋この様に

～
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、“2〕譲計乞狙ひと工事計霊．｜〔3．3）工作を鱈雲する睡面

多息塞方式の企謹は基本設計に於小で鉦に考慮を婆一・ 在来の遥錨工事用倒而は，設計･者の意岡の通り完成さ

遜難鳶篭鱒職磐鮮灘》i麓籍…鐸が鰯示遥…，記入…
が多いため未だ具繼的に示すやうなものを纏め得てゐなる｡･注意事項等も工作法に關するものよりは蕊ろ完成し．
い､但しこLに前後を通じて述べた蕊から-聡の考察はた殻が射'耐-べき要件を示すものであった｡即ち岡面は工事の目標を示すものであり，このことは

詳撒殿計並に工事用岡調製の段階に至っては，工農l論同時Iごﾆ唾作法の賞藤についでは，-殆ど凡てが現場搭當者
出るものと思ふ。

笹の立案及工作法と工作物たる船の設計とは1膿の關係に委せられて居り’捌而に於て之を示すといふことが少
であるから,設計者と蕊場擢當渚は極めて密接なる連繋かつたことを意味する。、
話保って進童ねぼなら麹。‐’之に對して我々が新しい方式で岡面に果させやうと煮
このためには階碁｣の愛例に於ては,諾殻捲當の韮みた役劉は'所要の完成物件を示すのみでなく’更にど
務獅賃者が詳細設計の時期に於て設計係にあって之を擢の部品亦は秘料封liひ如何なる方法により，如何なる順～

醤する等の庭置も行ほれたし，他の場合も設計係と現場序に加工,組立’仕上を行ふか夢といふことを出來るだけ完全に示すといふことであった。
.と‘ゐ打合研究貧は極めて顔蕊に行はれた。 即ち「この剛の通りのものを製作せよ」といふ代りに
船證のブロック随分は鱗造施工法と瞳接の鯛係がゑり
ブ禧ツク設計に常ってば第1に取扱の方法及移動の能力「．この岡に示す材料部品を胴ひてこの岡に示す方法，順
（多くはクレーンの能力とな-るが，他の方法を用ひる場序に從って，この御の通りのもの藍製作せよ」と云ふ次
合もある）第2にクロックの形状及織法に匙って之を安第である。

倒而製作者は完成品の要件を示すのみでなく，その工
置L籍る方向並に之を受けるべき支嘉なり組立治具との
關聯,第3に組立方法及I順序とブロック相塑間の「とり作一切を出來るだけ明確に指示し工作の僧理を所謂I現す･

あひ」となるべき部分の鋼板肋材等の相互の關係等に具場まかせ」から「主務按術者の意岡の通り」に確保しや
．．うとし､ふのである。

膣的な考察を必要とする。 かくすることによって，鞭鐡の少い現場責任者や，未『特々.'の場合大ブロックの嘘分は第3剛の通りであつ
熟練工員の墹加による技何水準の低下に對庭することも’

局部的構造物の小ブ垣ツクの場合にも'佃のブロック勿論目的の一部ではあったが,吾々の本営の狙ひは'侭’
た｡

の識|『的進歩を計るには上述の通り主技術者或は技術幹
とし毛取扱ふに便利なことが必要である。
また板取等に於いても，同一と'零が繰返へさる鳥こと部群の意岡が隅々まで行き渡られはならぬといふ考へで
溌考態し,催添な工夫から大なる利識得ることを心掛あった。
ノワ．n〃罰4了L又今÷字

心 今 このやうな意聞に蛙いて，岡面を調製した結果，団面

色

くる必要がある。
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|!jの内容は相當從來と臓鑿ったものと'なり,且つ設計現場ならぬのであるが,この程産の多壷生産に於這蕊‘鰹
一多簸生産･一

間の連絡研究を促進したので工竹掴そのものは，まだ期従来様式の造船施設に依るものであって見れ瞳，その様
待には遠い賞状であったが，工事の賞際上涯は相當に上な方法を執るべき條件ほ調はないので；製作趣f臓的簡
記の目的に添ひ得た。 軍なものは数隻分宛一括して一學に生童する駈謂ロント
この様な行き方が機賊加工の場合のやうに理想的に資一生産を行ふことLなり,･資材の都合と・設備のその部鯖，

に占用せしめ得る鯛とを考慮して許容限度丙壱なろべ
t吋

施され得るかどうか，どの程度まで蜜行可能であるか，

またどの程度まで行ぶべきであるかはなほ研究を要する。<多数づ上生産した。

なほ'こ上に技術幹部とは'車に設計方面に限らず，､從って部品として完成した品翰は,=潮間夫々 一定⑳
我々 は極力現場携溌者と設計者との迩絡壷緊密にして，場所に整理保存しておく-こと人なり，その部品を使用苛矛凸■

意志の疎通を計り，或程度は人事の交流をも行ひ，度々 る作業鯉に近い庭に数ケ所に分って贈議場を設けた。
宮

の岡繭細究打合愈を開いて’責任ある磯係者全員の惹圖この施設及整理方法の可否は，部品活用の甫騨に影響
を統一した結論として固示することに努力した｡之によする庭大なるものがありｳ在庫高，伽j高,残高の鋤
・る狙ひを列識-るならぽ下の通りである。が常に明確であり，捕充の塒犠を逸することなく次の準
くわ各エ窪に於ける作業の明確化、術を發動する等の虚置は本企鐵中‘員輕､良L難い黙局壷つ
(2)~:各作業班に對手る播篭工事の明確化，．－た。

L・（3）工程及作業法の管理・‐かくして,夫々 の部品を使用する各工程鍔富者は,厨
〔4）仕上程度の撒森c必塞にして充分なる工談誌度＞要時期に所要部品を入手し得る黙にづいては,常膣何等
次に間面瀧成の方針として，在来の船殻臓l;駿装幽等の考瞭要せずしてｴ事を進込得る様取計らしたの這塾
に於げる腫分，例へぼ各甲板鱗遥隠i縦通称熊迭岡等のる｡

如き船全魁の同種継物を一括した圖而に代ふるに,各こ上に述べた貯藏ブ言ﾙの數,作業場との撫係位縫
う．ロック毎に'甲板'隔壁'外板等を包含したブﾛ叉ク貯藏の方法例へぼ棚の様式,現在高一蕗表の様式並に之

‐唇腫蕊麓蕊鱸霞鯨撫麟態撫差蕊譽慧蕊;蝋鰯欝
製し,船蕊上に於ける組立工程迄はプ･ロック鵬il葉，そ・易い事柄であるが，蜜は之が量産方式に於ける諺緯藤進
れ以後の購装工事は綜合織装'葉によって,従来の如く上の役割は極めて重要なものであり，且つ量産方式の膳
多数の腫劉圃画を参照しつ土作業することのない様に案用の能否,･遡鋤職大の如何にも根本的關係を有3－るもの
霞した。 であるので我々 け之を頗る重現した。

プ瀞碗ｸ総造剛にはバーｽぺ.ｸﾁヴの侭を併記し--Q見殊に工程が定常の流れ方式に近づいて来れば,作業企
してブロックの概要を把握し易いやうにした。・塞の適否，全鴎の工程計謹のバランズ，各作業場の能率
船殻職装共各部材'部品には小さいものまでも諭的作業速度の如何はこの現在高表を活眼を以て見て屑れぼ
に符號を附し，整理，蒐集及組立に便ならしめた。之は自ら判定し得る鯖こと上なるものである。

篝鴛鑿漂紬離晶議建職寧に記入し淵獅,都 （3．5）寅物大模型、

品，ノ砿が符號により確蜜に準騰せられ，且つ指定せら 本企謹の笈施に當づては,從來前例を見なかつ職し
れた時期に使用一即ち現場に搬出取付せらる上やうにい着想がいろいろの黙に採用されてゐることは醜,塁述べ
した。かくすることによりネガチウ鰻ワークを皆無とするだ所であるが,その中でも，船澄全部を含む責物夫の木らことを狙ったのである。

造模型を陸｣ﾐに建設したことは,全く前例達見な､f大規

〔3．4〕部品の生産及統制 模な企聲と云ひ得るであら､う。

尤も着想の來歴についで考察して見ると，蛮物大模型
部品類は本章の始に述べた通り’出來るだけ親淵上又・の使用は，一般商船に於ては餘り行はれなかったが,車
くま標準化せら{してゐるので'同型同寸法のものを多数製艦に就ては,新型の涯橘等の計懇される場合,或は潜水
湾割ることが多くなり,従って'同の段取によって多敷艦の鑑内配溌を瓢前稔討する場合等に於ては,その=部

|照繍雪聴怠撫麓藤胤鷲駕墓駕:篝鱈艤鶏驫鰯欝
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での決定に賓した例は度々あり涛想としてはこLIこそ;のを調製せずに,般溌工率用岡をそのまふ利用した。
材料は主として杉材で，長期間露天に存置するため狂

端を謹する｡

然し之を1隻の船全繼に膳用して，且つ単に配置の研ひの生ぜざる様十分に乾燥せるものを用ひ,全燈の遜度
究に萱するのみではなく工作用の型坂，罫書等資際のー を支持するためには’所々 模型，支持材.として大寸法の
工作用に應用し，種々 の用途に迄で發展せ’しめたことば角材を月jひた外は概ね鋼板寸法を表示する必要上，全設
全く新しい着想であると老へる。lミ'2粍厚程度の形板用材を用ひ,之が鋼板の厚さと異
窪物大模型の利用目的ほ次の通りである。る場合,模型と変物の寸法差を明示する卿iに注意し，且
兵ｲ〕材料,部品の加工製作を大量生産的に行ふ關係う隔壁あ隅等にて模型のみに必要なる部分力:生ずるもの
上，行営鴬りバッタリ式に魂場に於て適宜虚理する部分も，賞際との差異を明示した。

を絶無とし，完至に詳細の黙まで決定し岡面追に示す｡、船罷形状は叱亡現岡場の線倒により製作し’肋封梁等、

の認を憲繍驚崖至鐵饗鴬繍臘票辮噌驚“ろ線綱に-致逢し… 、

b

である｡然るに識の識にあってもこのことは起り勝タl板隔壁等は全般には'50粍程度の間隙にてバラ打様
ちであるが,SB艇，特々 共にその性能上殊に前例に依式とし,W1I現示を要する部分の承は貼詰め，板の接手

，り得ない部分が少でないので,この黙でも郷こよる橡の位澄,幅,厚さ等は全般には，罫書記入とし船殻催遥
討が必要であった。組立上特に検討を要する部分並に艤装との關聯ある部分
（ﾊ〕凡ての部品類は内業に於て,完成に加工製作しは板接手の重なりの幅，厚さ，バウンダリーアングル形
船上へ持って行きさへすれば難なく蓮合して取付け得る欣等を鋤寸法の木型として装備した。
こと薑狙ふため，内業加工用としての岡面の象では不F1･.機械,金物等の騒装品はﾀ理寸法の要鮎を示す測製の
分であった。木型を主とし,.特に簡単で差支へない部分にあっては位
一即ちこの狙ひは，ヨ|徒率な現場合せ工事を省き，鯉や置の記入に止め，管類は型棒“製）を導設し所々 にそ

壷ｽを用ひる外業燐癖こ節して,唯ﾊｿﾏーとスの外經を示す樅畷板を附し,曲部並に他とる關係の詳
パナーさﾝ､あれば取付け得る様にし,同時に部品の互換細を要する部分は,木型とした｡通風管は製造月”と同
．性を保つことである。様に幅を示す芝l曵型を導設し所々に高さを示す如く断面型
従って船殻稚造中の支柱，スチーブチー等の位澄や，外を附し，必要に腰じて箱型を設けた。何れの場合も接手
板のラップの位澄寸法を木型に現して船殻織装の相互關を明示した。
係を調整検討して取付位置を決定する。 室内に爽肌Iする物品にあって催，特にそ.?'惚謡唯〔二〕現場型取を要するものにあっては，凡て本模型明にした。

によって型取を行ふ。即ち，模型は同時に工作の規準と隔壁スチプナー等も位置記入に止めず，他の物品との
なる。臨係は正しく木型となし，例へば渡蕊，ソーファ等，或

諸管,通風装置等の秘料取も十分精確に行ひ得る。は倉庫丙のバラ打敷板等は,､この模型によりて型収した

〔ﾎ〕船殻撫造中,型状寸法の圖面のみでは正確を期ものは,その通製作すれば,資船に持って園2鍬きちに毎グ

し得ない部分の決定，修正を行ふq適合する如くし，それ迄の精度の期待出來ぬ場合は現場
（へ〕上記の結果,船底の第'ブロックを組立てる場合せ工作力撮小限度で間にあふやうに寸法上の脳ケ」
合にも,正しい位置に諾底諸孔の算やその開閉軸等を坂を必ず決定することよした。
付け得ること人なっだ。之等の鼎iは機關，電氣其他の艤装に猫．Cも同様であっ
勿論開孔自身は板の状態で切抜ぐことが出來た｡＝た。
〔卜）工期關係者は工事施行の手順や方法の立案に際外板及船底の諸孔，昇降口等の開口のｲ立遥は,･鋲孔と
し,側面に基いてするよりも遙に充分な鄭揃研究を行ひ同様の正確さで決定されたから，鋼板の撮初の加工に於
得る。て，.“抜くことが出來た。

（チ〕船の使用渚側ではこの椀馴背捌鍛の悩能，取扱上記の如くし･て現場型収を要するものは一切この淡型
法等につい:て，起工以前に於て充分械討し，有敷な意見により決定，型坂を行ひ得たので，船殻完成を侠って決
をも申州る機會を得た。定する部分ば全く残らなかった。

次にその構造を述べる｡模型製作用としては別に岡面亦雛?操從通信装置等の配輝高さ等は模型研究によ
－24－－
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この鋤譜の溌殊性に鑑承詳細配置の事前橡討は特に必

要で，模型研究が特に有益であったことは言を要しない

'ノ~Gあらう。
之等の決定事項は悉く詳細に工作岡に寓し剛面として

．も完全を期したが，エ事調係者に取って，岡面の拳に頼

ることなく,随時に変物大漠型に就て種々の研究を行ひ

得たことば非常に便利であった。

さて本例の如き大規嘆の漠型を建設して，相営額の材

，料蛮，工蛮を掛け､ご得た霊の上記の利黙が，具燈的に工

事費節約としてどれ程に現れて来るかといふことば，之

を數的に知ること力;出來ないので，この雨瞳の船は何れ

も他の方式による建造まり短騨廉償ではあるが，その

鱒礎雛:鶴霧蹴量鍋欝～

して“これ迄のものを作らずともよからうとの議論を度
開々かされたが,上に述べた辮柄から我々 が如何にこの

．、模型を活用したかを知られ上礒之に.よって，凡てのネ
カチヴワークを省き，船内に於ける現場立曾，罫書，型

碩,周､上未定寸法部に對する鑑丙収ij痔の現物加工等
を一切不用とし，有形無形に多大の利註を得たことは事
蛮であって，吾々 はその有利差確信するものである。
因に捜塊!(2SB艇，特発共に建設せられ,その材料の
記録は今日残ってゐないが,SB艇の場合に於ける所要
工数は譜澄及識婆合計約1,5”機淵,共他計500合計
､約2,000であった。
右の第4剛ま小ブロックの’例琴示すと同建に工作岡
の一部を成すパースペクチ露と懲理表を示す。岡面は全

艘をこ上に掲げ得ないので特に從來の圖面と異る虚の象
を示したが，この例側では岡示の外に「外一,0－幻なる
‘肋骨線に於けるプ戸ツクの横切勤岡，「外一,0.ーロ｣なる
ピルヂキールのzF面「外-10－イ」なる第3両ソヂの側
面及び｢外-10膨張｣として外坂展開内面を掲げてある。
記入事項は通常の船殻跡こある一切の指示の外に，椛成
部品の符競が凡て記入してあり，整理表によって部品整
理場に整理桁酌してある部品を集めて来れば，小ブロッ
クの組立は極めて便利に行ひ得て，この岡面以外にけ全
く側面を見ないでも差支へないやうに出来てゐる。
但し蜜際間題としてば－．部の腎脇加工一一例へぼこの
場合ﾀ版の澆鐡工事一がブロック組立と蓮識して行は

Iれることがあった。
更にこ上に示す以外に艤装金物を取付けるブロックに

～

－多雄生産一
、邑

野

あっては，蟻整理表を附し，之等の砿付けらるぺき位澄
については，夕E仮の最初の加工？際硬付翔孔の穿孔差麦
なき様僑確なる位涯が記入してある。

剛の一部にほこのプ画ワクの全澄加工方針として鯉僅
面決定の方法，使用定規又は型の唾分，罫謝薗の指定，
爆接開光の方向，及その加工法〔ヱツヂプレーナ使用の

指定，熔婆の順序，鋲の唾領，熔姿の長さ及領別，鋲数
、

其他必蕊の事項）を記載する。、

工作剛として相常進んだものが邸来たとは考へてゐる
が，まだ吾々 の初期の目標通りまでは行かなかった。

L

〔第3編は次雄掲擬）（描須震来海軍涯船修理泳勤動
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議里詠奎篝鐸葵識緬だよ~り．‐

雷造船所は昭和-2’年4月’日，
連騨の指令並に．日本政府の濃蕊に
まり鼠,｡蕾舞掛海軍工廠の設鮒運誉の
一切を引鍾ぎ壷足した。舞鶴湾の臭・
鶏斗‘､絶好の地にあって，裏日本唯一
の完術せる造船所として自他共に許
してゐる。戦災によ･る被害皆無に近

く，”蕊坪余りの激地内喝船姦2
“錘能力7,“0認誕3“0總額
餐勺,鉛蕊3〔最大入渠可能認領8”

29,0”,25,000噸各司，工作，産

業溌械等合計5,2”蔓,其他完備し認一
サニ鋳錘設備を有してゐる。

尭窪連合軍の指令によって，商船

及撮海挺の修理,商鉛及落軍謹のサ

ルページ,群解纏,貨車の造修,鋳海
具の遥修，腹兵器の熔解業務に從事

してゐるが，従業員は海軍時代の優

秀嬢職工員に加へ，各方面より綴戒

ある技術陣藍取り入れて居り，鰯係

方商より，多大の翻心を詩ﾅﾆれて屑
争

る｡‐

銭に過去三年の業綴をふりかへっ

て見ると，21年度に於て侭多激の鹿

蝋鵜讓轤鰯霊
同資鋳船宇品丸（2,“0認顎〕の沈

淀引揚及大修郵工率によって本絡的

なしかも困難な工率に取紅んで作業
三回 ~

能力の蕊傾を遥揮し，引つ晋昔傘捕

～

〆

〆

造船所だ_より

返還船揮安丸〔英悶綴’0,350總噸

〕の迩遼引揚，奮軍鑑j鱈の解憾等

,業務多i仁を極めﾅﾆが，見蕊完逢して
好評を博しすご・22年度に蟻傘捕返還
船曉昭丸（オランダ船2,500總噸）
同じく髪江丸嘩國船”0總噸），

永源丸（中園雛2,000總噛〕等夫々
_暹逓め復奮工事の掃令を受け，各閾

各様の苦心の拶業を無事完成しγ二。
其他蓮誉會よりは粗鴬雛吟一般船舶
の修綴江:事を受け↑二・

越えて23年には前紀樽安丸の痩
奮ェ事，油槽船勝邦丸砿野海運

’9,000認噸）の堰災による大破損の

修理等好評狸に完成，夫左關係筋か

ら表彰を受けてゐる。殊に勝邦丸は

ペルシャ鍔パーレンよりの蕊油迩錘・

に直ちに出航してゐるが>iZil営遼

船所の優秀なる工事によつFご幾多挫

折をまぬかれﾅﾆ旨浬鋳愈より感謝艦

を受けてゐる。又8月にはフランス

掌捕紛のかつての豪華客船帝立丸．

①'8”認噸〕の困難を極めた撒雄

引揚作業に成功し，引つざき22ケ

月の鍛定で復薔大修理に蒲手し目下

綾行中で，明年7月完成の磯定であ

る。之等を数字的に見ると年間修理
斑蹴總頓敷は21年4月二12月,365,0”

噸,22年1月-12月482,000噸,23．
年1月-11月“0,“0噸である。

一方，前記船舶修理の外に舶用機

械，荷役践賊，繊維儲械，鍍山穫械

産業車禰の製造に一部蒲手し，迩篠‘

の胸I滑を計ると共に，新船の建造iか

日惣待ちつシ娩意諸設の態勢を蕊龍
してゐる。

、舞鶴造船所の他に，率輔製作所，

製材所があり，船舶救難に活躍中の

サルペー笈事業所と共に棚互迎携じ

て斯界に活躍してゐる。

現在の所連合軍楕令により生産品

貝に多少の制約を受けてゐるが，將
來これが解除せられる日の近さを信

J

じつ強’且つ背後’0樋の舞秘市民j
の迩命を双肩に総ひ活躍の磯を鶴首

してゐる次鉱である。(S.H､）

（カツ1，は堀元美氏錘）

－－一

讓受希望圖書次號内容（7月號）

諸車渡譜6－う..『…….."….…….…山木熱船舶工學術語集造船協衡
波浪を中心とする海洋研究最近の進歩…宇田道隆船と船側を遜く順序東洋圖書
溌人の凝言(六〕外國船受註の窓口…...ついむこじ小型ヨツ吟溌本小澤吉太郎箸

も

遥譜に茨ける多量生室(三)･･･……………堀元美‘船舶技砺資料第1集發行
蛎輝職尾部進水及結合工事………･･･…矢吹宗秋タンカー資料
舶用ガスターピソ装澄…･…．．……･････…･玉木禰宜ァ塵メリヵ大型ダンヵー約鉛隻の詳細参考資料。
船型試強腿》いて……．．…･……･･･…．．…･谷口中御希望の方はすぐ溌舶支術協愈まで御申込み下さい。

超"""槽船の特性(海外文岬…､…･'…今井.信男債幡一部鉛圓（邊料4圓）
八 一
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一舶用機闘一

蕊
舶用機關

の

公垂
フ曰

朝永研一郎

,,IIIIIIIIIIIIIIIIIIIIIi,,,,,,,,,,,i,,,,IIIIIIIIi,,IIIIIIIIIIIIIIII･は面白い因繊である。／
1860年（寓延元年）始めて表面復水器が現はれ酎

舟舗胤の發展向韮の一半はその機關の進歩に負ふ從來の噴射復水瀞と代った。これは舶用主機械に
所である。過去L世紀｡間に於け,る機朧の進歩發一大革命をもたらしたもので;排氣は冷却海水と
展燭伺営に目ざましい。我が國もその技術を糠入細菅の内外で管壁之距てて頻對するのみで噴射複
以來約80年になる｡記録に依＃:しぽ船に灘職謝水器のやうに混合しないこと(即ち現在と同じ云

欝皓麓噸鰯縫篭謡諒:蟹ご膳墓墨職菫懸麓塗鱗灘
でついで1814年（文化11年）米國で鎭艦FUL-度に上ったo1880年（明治13年）には3閏膨
TON1に瀬職關を使用したとある。但し徴時の脹機械(唾力約8案睡）を甥術した汽淵観はれ且
機械はビームエンヂン(BEAMENGINE)等と蕪しつ2蝋式を採月}す．るに至った｡1883年（明治唾
大きなてこがごどりごとりとゆるやかに動くやう年)には串形配澄にしだ4シリング－3幽卿建髄
な椛遥で今日のエンヂン,とは比べものにならぬや2クランク機械が現はれた。その頃から軍艦脇は
うな大仰なもので（馬力に比べ）推進器は水掻車、4シリンダ3段膨脹式が一般の型となった･
であった。ついで1820年（文政3.年）英國海軍′19UO年（明治33年）代太西洋航跨の大型客船
が始めぞMoNKEYに蒸氣力を使用した61837には4段膨脹式を事"jするに至り4シリング3ク
年（天保8年）には蒸氣船が始めて太西洋を渡航・ランク式，蒸刺蕊力14氣座，全馬力（2軸）鎧00O
した。今日のやうなねぢ形推進器は1840無(天迩力鍵Knといふやうな互大なものも現はれた。
保11年)英船..RATTLERF･に装備したのを最初とめ頭が往復蒸燕儀械の全盛期で爾後大馬力ば夕
とする。土佐の漁夫街次郎（後の中濱鞠次郎）が＝_ごンに識D1基力逓4,000HP個壜力14氣砿，
時化でﾊﾜｲに漂着したのもこの頃でこれが後に‘;シリンダ3段膨脹式)程度を蚊大とするに垂，
我が閏文化の開發に偉大な貢献をなしたのは周知今日に及んでゐる。
の事である｡1845年（弘化2年）には英國の汽英國のSIRCHARLEsA.PARsoNsが反動夕一

""GREATERITAIN''がぬぢ形推進器をつけ~亡ピン莚溌明したのは18錘年（明涜1741g)であ

太西洋を縦断した｡その頃までの主機械は排莱をるが船の推進に識用的に成功したのは1897年〈明
犬氣に総てる所謂「不復水式」であったが，1848淌30年）に421戦の小艇．･TURBINIA･･に装備
年(嘉永元年)に始めて復水器が現はれた。黙ししくて34.5Knの快速を得たに始まる。米國では
これは噴射復水器で冷却水を直捜排氣中に噴射混1890年(明治23"CuRflsが衝動タービンを：
合させた。1854年（愛政尤年，副ちPERRY提發明した。かやラにしてタービンは溺弐用途を演
督の所謂『黒船｣が浦賀に来航した嘉永6年の顎．め各國の軍艦は勿論大馬力商船方面にその用途が
年）飴めて2段膨脹黙葬職謝が英鬮汽船@cBRAN"砿がり多埋め塑拙表が斑はれ夫碑§’色あるクーピ
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ンを製造するに主ってゐろ。 年SWEDENのLJUNGSTROM兄弟は偏流式のも

1905年（明治33年）に竣工した@fLucITANIA''.の（所謂STAL"-ビン)}を創製し，歯車減速
(JoHxBRowN祗製）及びcfMAuRETANIA'<Sw装置と電氣傳動装避とを介して推進器を動かすと

ANHuNTER祇製）の2船はクーごン創成時代にととしたがこの式は軸流式程磁<は採用されるに
於ける成功の好識紫である。その頃までのダービ至ってゐない。
ンは皆報謎鋤と直結したが1909年一(明治42年）‘内燃機は既に1880年代から舟馴日推進月jに使用
PAESONSが貨物船@VEsbAsIAiv''D往復機賊を歯‘されたが何れも輕油機關で維濟よりも蝿便を主と
車減速装腫附のタービンで擬装して良結果を得たする小緬こ限られてゐた｡内燃機を一般化した功
の藍契賎としてすべて洞謎式となった。温錘装置勢者はRuDoLF､DIESEL･博士で1894年（明治27
の出現に依りタービン回聴数を推進器にお雛ひな年)亜油を燃料とし猫特のサイクル（所調ヂーゼ
しに上げることが出来，著しくその効率を増進しルサイクル）に依るヂーゼル機關を創製し1912年
た。方式はPARSONSと同趣の歯車式力§一般であDENMARKの商船"SELANDLA''(2000噸）にBu-
～る。然し米國海軍は1912年（大正元年）蓮炭鑑RMEIsTERANDW"N批製1250HPの駆動サイ
@･JむPITER"､に電氣式の減速装置(即ちクービンーク,夢機賊を装備したのを手始めに中馬力程度の一
發電機-電動機一推進器といふ連結方式）を採用般商船から交通艇漁船の類に至るまでに採月jされ
しついで1914年には戦鑑@@NEwMExibo''にもるに至り型式も4サイクルから2サイクルに，蝿
この式を操Iけし爾後多欺の軍艦商船にこの式を採動から復動に>燃料の筌氣噴射から無氣噴油へと
､用するに至った。 發展しつつある。

以上は何れも軸流式のタービンであるが，’910かうして現在舶用主機賊としては蒸氣往復機械
第1剛0 蒸氣タービン及び内燃機械（主

’
､

’一

、

としてヂーゼル機械）の3者鼎

立の姿で各その時色を發郷しつ
つあることは人のよく知る所で

ある。内撫機械はその本求､D長
所たる熱効率の優秀害（従って
燃料消幾度の低いこと)鍵最大
の武器とし勃瀕機關砥蓮聴の週
滑性の_1芸に蒸氣唾力及び淵度の
向上に依りこれに對抗せんと諺
jしつつある。これに對し内難

滕は般近史にその施陣化邸ちカ
スタービンヘの發展に依り父･こ

れを引き離さんとしつつあり，

各匝原動機の鼓雫が夫その進歩
護展の刺戟となってゐることは

、

洵に斯白い。画

以上は主機械に就てであるが

朧，補助機械並に諸装澄等に於
‐cも夫々 猫自の發展史がある。
これに就ては又稿を改めて述べ

ることとするが，ここに蒸氣主
r15頁へ〕
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船舶技術懇談會第三報

舶用ウインチの交流駆動について

一
一
一 ＝

I

臆
一

池 村 、、清

についで,極數鍵換式交流電動機を研いた一資例を近着′
の外誌より紹介する。

ウインチは限られた甲板面識に適合できるように一鎧

型として設計せら乳電動磯,制動窪,制御装躍の設計と

密接な關速がとられている(第一間〕。またこの目的に沿
うためにウインチのドラムおよびジプシーヘツドは充分
研究の上，脳の如き寸法にきりつめられている。ウイン

チを蓮簿するためには，減遁葱車つき四躍鐵重かご型駆
動賎が使用され,電磁”磯が電動鋤Iを通じて識璽の
方法で作用している。そして制御装置は速度制測および
逆鱒用に極数愛換式である。

蹴職｡“ﾙﾄ,3相,60ｻｲｸﾙで高鍋画
、．

－ターつき擁かご型電動機は，外腿温度40｡CでB

級絶縁に對して70｡Cの瀧度上昇となるよう域の這賂
を脆えている。すなわち40H1',4極,30分;40HP,
8極，30分;20HP,16極,15分;10HP,32極$5
分。．．､

頻繁に起励催止を行･うと燐熱する以上の熱が電動擢内
に生ずるので，電動磯には狸制通風剛の逢風嬢がとりつ

けられている。この遥風機は自皿起助器つきの別の三相
謹助磯で鍛助され安全スウィッチを介して電源につな力；
れている。

制動磯｡獣綴的使用を華準とした電磁制動機の定格は
4001bs-ftである。この制動磯の二つの緬臘上はいつれ
も,交流,とよつと直接勵磁されているシングルソレノイ
ドによって別々 に作動される。ソレノイド内の小型プラ

ソジヤほ，フ･ランジヤおよびリンク装礎丙の雌小の衝撃
力をも制鰄上に鱒える。この外に足蹴制動機もあるが自
動化されたこのウインチの蓮鱒には不必要である。
制測装澄｡全ボル1､起動,通輔配線つき沌磁型制御装
磁が使用されている。腫敷鍵蜘麦鰐掃の前に逆蝋鵬があ
り，電磁制動磯は逆韓器丙で三相電源同路に接讃されて

いる。また小型鍵嘩器により接臓器および繼電器コイル
の作動調節同路la120ボルト電流を供鞘している。己れ
らはすべて電氣附闘装置に接談されているが“,鑑ルト

ラインからはきられている。制御麹避には別の115ボル

ト間路から勵磁さｵした電熱器がある。

制御装腫は比較的小容戯〔53×32X11吋）輕寵遼誕5

船舶墹篭無設備の交流化がいまなお初期的段階の域を

脱しないのは，船舶においては陸上における邊電用の如

き高電雌を変じないことや,乘組員，製作所などで舶則
電莱擬器は禰流が常識なりとの先入観も手傳っているの

であらうが，甲板縮機などの如く速度制御を必要とする

篭乗磯械が船内電力の相溌部分を消鐵しており，しかも

この極の機關の要求に贈ずる速度制御およびその派生的

問題の具魁的解決方法には種念の懸案事項がいまだ残き

れてい鋤が,､譜舶用篭氣設備の交翻上を阻害してjj_9る
主な原因と思われる。．

一方もし，このような要求を浦足する如き交流薩の出

現を見たならば，船全鎧とLﾏ;て考えるときは，重量，侭

絡，スペースのセ冠ピング，取扱，手入の簡易化など有
利な鮎が多い。

ここに甲板揃鵬の大部分を占めるウインチの交流躍動

！
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一 船の科學一

lb)であるので，隔壁にと･りつ歌ることもできる。制御
塞墨のｹーｼﾝグは癖の危険差防止するようiと工夫さ◆

"LFa，る。

スウィッチ｡波止場努務者によっても簡単に取扱いで
きるように殼計された制御装遥は績上,駿下に各四段鍵
逮で,ﾊﾝドﾙは垂直平面丙で移動し,載上にほ上方に
積下には下方に動かす。この外に別の安全スウィッチが
ある。

-遥遥殼術｡－蜜のｳｲﾝﾁから生ずる最大尖端電流は
琴､シドﾙが定榊二とってあるとき,8極巻の定格電流の
5倍弱であ．るので，限られた大きさの電源からかご型電
動機を砥冬起動際止Ej-ることについては槻ﾘの研究を必
要とする。一例として上記のウインチ.2:j臺を2蕊の
350KWの護電稜で並夢臓國噂し,USMC設計の.C3級

’
のハンドル'をどんなに急激に移動してもウインチの運輔

に影響を與えない。

・過負識置電器をぱじめとして各種の繼電器があり謹噂
および制御を自動化している。

オッシログラフによる記録では二三の興味深い誌果を

示している。

（ユ）揚鱒に常'b定絡荷重で11/3秒内に定格速度に

加速される。

〈2）室の鈎は4-1/4秒丙に走絡速度の2倍に加速さ

れる。

（3）定烙荷重で鍔貨中，一ソッチより弐のノッチま

での輔位は約,rGgO4秒丙に行われる。また速度に少

．Lの損失をも示さなかった。

（4）籏下中に安全スウィッチをきると,,定格荷電で

2．03秒丙に全速から停止せしめ尋る°

緒論｡･蓮縛が簡単であり，"信頼度があり，交流かご型
電動蕊がウインチの設計に調和のよいことなどが成功的

であった｡電氣機賊の手入も他のものに比して樂である
合

すなわち抵抗器，整流子，集束環，刷子などが不要であ

るからである｡樽重量であり，甲板蔽職を少ししか変な
いという黙もすぐれた一つの特色である。

以上よりわかる如くこの交流電動ウインチは，殆ど現

在の直流電動ウインチと同程度の特雛を有しており，加
うるに交流磯のみの利淵Iiを備えているように推察でき
、る。

このウインチの重量など詳細の要目がわからないが第

一団の寸法より推測すると，我が獣Iの3屯型ウインチ上〃

bもやや小型のものと恩ほれる。

このような交流電動ウインチの出現と共に船舶月j電氣

設備の交流韓換が逆かに蜜現することを矛望して止まな

い。（海運總局船舶局遥機課〕

Ｉ
’

I

ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ
ｌ

｜

’

諮魏参入港時祷役に相富する荷物を同時に取扱うことが
できた°

〔第2固）
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速度,荷麓特性｡第二剛に見られる如く積宜稜下の
ときの各制御鮎に謝する電動嬢の速度の正しい鵬じ方が

全荷娠に謝して得られる｡荷重の腰ずる方法については
何等のミスもなし,。

謹轆。制樹装置>､ソドルを鋸一ノツチに入れると電動
機は唾:織鐡線となり，細睡職は自動的に弛んで趣肋

し，〃漣間韓力に腰ずる同鯉敗まで高まる。第二，誰三
第四ノツチについても同様である沈・第四ノツヂでは，

40HP(Ig-1ﾒ2屯の祢重に相徴う以上になると荷重制限繼
電器が作用して同路がきれる。すなわち，甑動機は大約

50％の荷重に鋤するまでば第四段高速度で狭上げが噸自
走ある｡菰下についてば全流重睦荷は勿獅に對して
第四段高速度蓮韓が可能であることは第二卿に見られる
通りである。また限I卿I睡繼電器の作用により制御装置

船舶技術協會．發行

近 刊書

’船舶電氣装備
三枝守英著

（石川鳥篭＃柳↑電氣課長）‐

300瓦豫定定侭450図（〒35）

一

１
１
１
１

A5.

’ 富協會へ直接御申込の方に濁し3ケ月

分苫跡の便をおばからひ致します

＝礫1同懲約挑込185園7月末）’
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ニ＝＝2月16日以來鋭適鷺努力力額けられ，僅か2ケ月で進水
一一－－
－－■－

國内＝－1－スを了した｡從來戦後の記録を約'ケ秀も短縮したもので
經濟九原則愛施に倖ふ企業合理化を努蚕協力して資行に

移した結果が如愛に現れた。

'’‐本譜は7月'且完戊引渡の讓走で更に工事短縮へと懸
命の努力が綴けられてゐる。

、

‐海のGメンを描く新映壷

海上保安聴海のGメンの密萱,密輸]反締“する活躍
は,非常に目ざまlいものがある。滝屋新東痩でこｵ睦

映調上する企謹力泣てられた｡玄海灘に浮ぶ壷岐§對馬
の二島ガ現在密賀易の本握と目されてゐるので，この方

面の現地覗察を行った上，製作に取か・上り，七月一二郷に
■

完成の議定で關係者は張切ってゐる。海をﾉ;ツクとした
、大スペクタクル活劇映謹を我々 は大いに期待してゐる。

雄洋丸船尾の『逆さ進水」
銅製救命艇の輸出

重量物を扱ふ遥硲工事でも之はまた珍らしい船尾すげ
替えの難工事が去る3月24日三井遥船王野製作所で実この程わが國初の銅製ライフポートがデンマーク,向崎
施せられた。之は鯛雷沈没してゐた森田涜船の貨物;韻修撚出されることになった。大日本救命艇では從來木鯉救
洋丸(G.T.10,000)の改謹工事で’破損した船尾をと命艇のみの製作にあたってゐたが,三井王野の菱註によ
りかえるため；新しい船昆を船臺上で上下を逆にして建りデンマーク貨物船三隻用として初の銅製ライブ義一卜
錯し,之を進水させ,海中に~度沈んだ船尾を海上クレを製作することになった｡普通の救命艇3隻,機鋤蕊
一ンにてひっくり返し作業を行って浮かし，ドックへ曳命艇3隻，計6隻で長さ8米，ほかに木製5米のデイン
行し本船々魁と接綴するといふ則江謝に見事成功を收めギー3隻も同時に受註,全部同社大阪工場で着工の議定
た。識め設計に於ける謡計算と，タンク丙の模型演験等である。
薑全を期したことと，鍵常者全員の餌重な細心の注意と c型貨物船宮島丸の進永
努力によるもので，僅か7時間の短時間の出來割#であっ

た｡(詳綱について億,縦ｱ篇鱗で鵜介ずることに致石耀瀞覇慧雲鱒雛鳥
します）

の’本足の進水蕊分粒陥された。城荷重鐙を極力火にす
沈船2隻で貨物船誕生ろ様設計上の苦心が桃われてゐる｡(口繪意眞参卿．、

塁譜鴨欝懸鱸駕鑿震鰯′
海のボテル金剛丸

往昔の玄海の女王として知られる元關釜連絡船金剛丸
光隆丸を引揚げて,この2隻で破損部を取除き見事’隻（7,060噸）は國際關係上現在のところ就航が困難なので
、の貨物船に仕上げて4月16日新鶴主（大光商鋤に引下關騨岸壁に職着けとなり，毎日4～5萬圓の維持鍵を
渡した｡政E型の非能率船をこの際極度に改鑑l,船魁食ってゐるので，この赤字財源に悩み,思案のすえ今同

撫宮謹幾蕊撹鮒醗轤腱欝黙鶏蕊警覧毒匡蹴臺総
結果需麺陣成績も上々で，速力も’0節を超えウー方工施す計識を立案中。
饗も新謎の半分で済んだと｡いふ或果を收めた。

▼ おことわり日本海甑年鑑の溌刊ばさきに4月に完成
生田丸進水すする識定で鋭瀞~Lめられてきましたが,何分葦料の勉

大なるため辮言より大鍵おくれて7月末に完成の見通し
去る4月16日三菱赫戸遥船所で通水した第4次D型．でありますから，御問合せの方をはじめ皆様の御了承を
新迩船生田丸〔日本聡同蓬，職舩幽共同發溺(淺渥工一御願ひ申し上げます。
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を持ってゐる船舶は該協曾の規程叉

は今後出來る統一娩則に合絡してお

れば船主の希望する限り從來通りの

船級を有することになる。

（2）ロイド協會叉は海事協會の

橡奄を受けて建迭中の船舶ば溌該協
會の規則及び二l脅作法に從って完成さ

れる『

（3）今後建逃すべき船舶には統

一規則が出来る迄はいづれか-感方の
規則を適剛する。

“）英鬮海歌協御が1949年3

月”日迄に發行した滿赦吃水課指

定響は其の有数期間滿了迄は有敷と

し船側の識示も塗吏の壁はない。

（5）19鐙傘3ノヲ25日以後は
瀧赦吃水線指定爵はロイド協會の名

義で蕊行し，船側の標示か.Cとな

ってゐるものは機密あり次第LRに

響きかへる。

二協會が完全に合同する迄には人

事や罰鐇所の問題もあり，若干の期
間を要するが,之を澁滞なく質施す
る篤に各主要事務所に海勤職會の高

級職員を配澄する。

かくして畷化されたロイド船級協
曾は，アメリカ海事協會とともに世

界の二大総叛協會となり,･ll上界商船

細船腹の大凡80％を占めることに

なった。

この發表が行はれる迄数ケム間種
々の噂がとびまちがった推測が行は

れて来た。2協會の合同交渉の姑つ

たのは4年前のことであるが，ロイ

ド協會とアメリカ海難蠅禽の間でも

職時中行って来た協力を更に正式化
しようと云占試みが昨年行ほｵし，そ

れぽ不幸にも失殿に了ったが，別に

i4藷間の友好捌係に影響を及ぼした
鐸ではないb雨協會の諸規程は非艤

に似通ったものであって,ロイド船

級協會は悶知の如く世界最古の協會

であり，他の船識協會はすべてこれ

を範として生れたものである。

W_thenの新曳船･@WathenIIC$
‐

本船は1948年6月の大西洋岸に

おける試蓮鱒に軍濁で11.3Knを出

L,3.500噸艀1鍵廻航で8．4Kn
2隻曳航の場合に7Knを出した。

礎丘この曳船は，ウィク1､リー型貨
輪諾をブィラデルブ･イアからウイル
ミン'･ンまで曳縦した際のzI麹速力
"7.5Knであった。本船は全長14f)
灰，幅26次3吋，深15沢，クー

一
℃

！､

一

パー･ベッセマー型.α』S),8氣篭デ

ィーゼルを備え,12435BHP,300諦悔,376人の礎を輸遥した｡こ
r.p.Xn･フ｡ロベラは98''×52''の3の中でAmeEica號は32航海,2

月に就航したWashmgton號は30
翼型である。

本錨樺Wathe。氏が直凄指導監繊厳,C-4型船8隻で119航海，
督じたもので,A.B.(A-1)の蝿C2型船確客4~12人)40隻で
に合格する様に建迭されてゐる。畷387航海を記録してゐる。

､America號では獣洲向旅客12,798
料女ソクは機溌陰の前方にあって，

容赴は3蕊カロシ,，潤滑油の容量は‐人，米國向は’4,679人を稀蓬した
卿…ソ,#跡鋤腫,膨荷水鶏鰐鰯糊襲鷲人，
150睡である。

trOOp-ship8隻では出11,575人，
本船の最上のMk態信砂利バラスト

]25蓮をつ患吃水浜爽の場合であ入認,520人,貨物船では出552人入i,122人となってゐる。極東，濠

鳥識に職繍隅認と鱗岸との,””洞驚出入綱れ…人…。
の）無線電話鱗Bludworthの方向ロイド船級協會と英國海事
探知漁sperry式ma量neticCom- 協會の合併（3月28日發表）
paES,Frick式電氣冷蔵嬢，重油（ かねてロイド船級協會と英國海事

一ナー式厨房器,AmeriCanEngine-協會との味合併問題につき協議が
eringの揚錨機,髄動揚貨鱗電動す上められでゐたが今同交渉が雷
｡k鯉操舵嬢,YOrk式の大型燃油式とまり，今後英國海事協會は，ロイ
暖房装避(流水も供滞出來る）等でI柵會に吸收合併されることになっ
ある。

た。從って海副棚會職員の殆んど全

……隼孟曇雛量鰯獣蕊隙懲熟
アメ,蒟U､S.Linesの昨1948年協曾溌名錐は應刊となり，該瀧諦
に於ける族客輪逢晦凝力;發表せられの船級及び餓査記録の細l:1はロイド
た。それによると,脹客總敷102,061船損錐の次號に記職される豫定であ
人，航海数人椎及出港併せて568航る。
海に及んだ。 規則ロイド協會は追て統一規則

之等の数字の大部分ほ大西洋横箇i蓮作成す-る。船級及び滿載吃水線規
航路で’497航海，”1,685人であ程につl.',ては

戸今～

る｡濃洲及極東方面には炎物船で7’（1）現にどちらかの聯曾の船級
1 －－－斗32－－／
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‐－．海外技術養料一

乾燥に0,5～1時間を要する6.堂は
大氣の状態で雪bする｡次いで第三
一三同塗りを行ふ。。

ホツ1，6プラスチヅクペイン.トは
米鯛に於て鉱に今次大戦以前に産れ
＜居たが，戦雫の睡力と多數の専門

家の協力によって船底塗装の方式と

して發逵を途げた。本文はこの著し

い發達を評慨し，遥船業進歩の一助

とし，商船船底保全の問題の解決に

之が適用されるかどう､かを按討しよ

うとする･ものである｡．

句

海 外

技術資料 ホットプラスチック防汚塗料の施～

行

船 底用

ホ､ソトフ・ラスヂヅケ．

ペイント
ーーーへ～-----呈昌へﾊー ｰー ﾍー ｰー ﾐー

コ ﾑ伸縮接手也

、本塗料は常温で固鎧で300｡E以上

で,液匿になるd薄いケーチfドラム

に入ってゐて，之を切りあけ；丙容

を小片に砕き蒸氣叉は油筵使用して

釜で熱し融かす。熔融釜から電熱墾

力釜に移し,その座力で電熱式戎付
ホースに唾入する。吹付機は特別設

計で，ペイントが凝固し吹付機のノ』

ズルをつまらせるのを防ぐ糠になっ
てゐる。

吹付機に到るまでの本塗料の鯛i号
は,適當に監掲すれば未蝿堵瞳も色

行へる。唾力釜の操作には火の注意
一首一

が､要である。併しホツ1,フラスチ

ツクペイン】､の吹付作業にぱ溌鰊し

た頑丈な作業員識必要さある｡･吹付
機は鋼材面からi8~24吋l熟たれ‘
ぱならぬ。近すぎると．ペインリ､がた
れてくる。遠すぎるとベインI､の一

部は表面に雪-る前に凝固し，非徽
に粗い被覆をつくる。加之アスベス

､ﾄの手袋，顔面用マスク及び頭,蜜
肩を掩ふ特製の被服をつけなければ

’
’

竜

也

ホットプラスチック塗装方式の根

一本要素

この方式は次の順に行はれる。

（1）古いペイント,､錆，黒皮を除

くための砂吹き

（2）裸の船殻の上に稀燐酸溶液を

飛沐にして吹付け乾燥する。

（3）海軍式No.14防錆塗料を刷

毛又は吹ｲJ器で三同塗る。

（4）ホツ1､プラスチック防汚塗料

を特殊装置で用意し吹付ける。そ

‘の最側裏さは即/'’000吋である。
（普通｡刷毛塗船底塗料方式では

この約1/10である。

この結果船底は耐便透性及防汚性

優秀な厚い被避で被はれる。この被

覆の毒命は本方式の価値をはかる一

諺尺度となるが，之を得るための全過､

程の技術白擢濟的特徴を考慮せねば
ならない。

＃

塗装面の準備，

ホットフ・ラスチツクペイン'､の使

用と關聯して砂吹きの債値は戦時中
に確認された。砂吹はワイヤプラシ

より完全迅遮に古いペイン』､膜を消
去し錆を除き黒皮をも除く有敷な方
法電ある。黒皮は酸浴にも耐へる。

銅板を露天にさらす方法は頼りにな
らないことがわかった。叉黒皮のつ

いた鋼表面にチツピングハンマーを

使月けると後で塗ったペイントの被

惑の破壊を促進することが海軍の試

鹸で明かとなった｡．

黒皮を除くことの重大性は再言の

償値がある｡~黒皮は堅密に固着した

蓮讃な被覆として存在する限り腐蝕
に對し良い保護になる。併し黒皮は

脆く建造中にも運航中にも鎚裂が入

り易い。之が剥腕する時一緒にペイ

ントの膜を伴ってゆく。更に鶚皮は

その下の鋼材に陽極的となり裸鋼板

があらわれた痔腐蝕が加速される。

砂吹きの方式として海式，蒸氣式，

又は乾式の何れを利用すずきかは次
の諸黙迩らきめられるべきである。
その土地の努賃，砂の臘格とそれの

種々の型式と大きさのものが利用出

来る容易さ，一番多く砂吹きすべき

船の型式及びその土地の天候。
普通の安い砂を使ふときば砂吹に

よって生じたスリツ1､を除くため溝

水で船鰡を洗ふ必要がある｡-船殻を

氣流で乾かすのは良い方法である。

此の直後に稀燐駿溶液を吹付ける。

燐義浴は砂吹きと最御の防錆塗料
施行の間に起る初期發錆を防ぐ｡qそ

の結果船殻上に生ずる隣酸鐵の膜は

鋤iを球脇性とし且つ防錆塗料によ
い足がか上りを與へる。．

■■

’
日

凸

ならない。更に重い吹ｲj･ホースのた

めその蓮動が阻害される。以上のハ

ンデキヤツプがあるから普通の迭船

所のやり方でぺイン1,工員に-1令分し

っかりじた足場を與へる必要のある

ことは明らかであるQ起重機から操

縦する吊函を使朋すればペゴントエ

の立場からは優秀であるが，各吹付

機保持者に一蕊宛の起電嬢が必鱒と
。●

なる｡．

、

角

ノ

防錆塗料の塗裟

燐酸浴が乾くと直に刷毛が吹付器
で防錆塗料の第一同塗りを行ふ°第

一同塗りを刷毛で行ふのがよいかど

うかは異論があり，多く不規則な鋼

材の面にペイソ1､の甫鰄しる可能性に

よって定まる様である。第一同塗の

導垂－－33－=一

〆〆

ホツ､プラ藻チック･使用に及ぼす
天候の影灘

不利な天候の下にMMして良い緋

能をあげる船底塗料方式は未だ考案、
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I。。 一蒼船の科蕊一

|、悪蕊蔑に影響をうける。本塗料の寒冷及漂
氣に對する感度が，溶調lを含む普通
のペイントより大きいか小さいかを
考職j-る必要がある。
ホツ可､プラスチックペイントは吹
付ld-る段階までは，他のペイント方

一蒼船の科蕊一

呈されない｡乾船渠ほその未來の性質ホットプラスチック方式の候贈
よりして爆氣が多くう加ふるにその本方式は戦争ドi!海軍謹艇に於て優
地理的蹄1二結びついた天候の塗化秀な1蠅旨を示したが,詳細は未發表
に影響をうける。本塗料の寒冷及漂である。之に就ての全研究が公開さ
氣に對する感度が，溶調lを含む普通れる時各船が蕊時I:|』異常な激務に從
のペイントより大きいか小さいかを・ったことを酌量して橡討せねばなら
考慮する必要がある。，ない。ホツ1､フ・ラスチツク方式が戦
ホツ可､プラスチックペイントは吹争中商船の使用した在来方式より優
付t/る段階までは’他のペイント方れてゐたことは明らかである。世界
式に比し大氣状況の影響をうけな的戦争を行った海軍に對しこの性能
、、い○併しこのペイントが適正に粘着の債値を過大評侭する恐れはない。

〆

，するためには防錆塗料面に潔氣があ性能を論ずるにあたりホツトプラ
つては良くないことが確められた。スチックペイントを塗った譜の入渠
ある方面では防錆塗料の第三同塗が中守るべき注意を述べておくのがよ
まだ~ﾄ分乾かぬうちにホツトプラチ．いと思ばれる。ホット？○ラスチツク
ツクペイントを施行するとその粘着ペイントは吹付に十分な淑肋性を與
，性がよくなると感ぜられたが,之がへるに要するよりはるかに少い熱で
＝．良い方法であるか，表面上の潔氣の軟化することがその中心熱である。
鑑認謡Iﾐ打克つか’どうかは疑が勤それ換ﾆｭー．ヨーク市の禄な土地で

夏季に（又もつと湖愛なざぱ山ごは長る。

35.迂以ドの氣温で吹付を行ふとい季節の即太陽に戯ｵされるホツ
下塗の防錆塗料に溌着不足の結果。トブラスチツクの面にば，吟々冷水
蕊々 必圏どい失敗をおこした。、を吹付けてそのたれるのを防ぐ必葵
通常の溶媒型の防汚塗料は課氣及、がある。又入渠中は羊錐室を迩術の
、鴎維對しもつと鈍感であ．ろ。この操作温度より十分低く保つことも必一
差異はホッ1、プラスチックの方は之要である。

が含有する熱塑幽劉脂力熱を受けて

所謂｢樹脂溶撰」の現象によって坊修整作業
錆塗料面に粘溝するに對し,溶割をホッ!､プラスヂツクで被識した船
含むペイン1,は之が二つの被喚の接底に修藍を施すべき場所が一箇所で
弱面で下塗を幾分溶かすことによつなく叉全面稜の10％以下ならば常
て粘蒜力を發揮するからであると説温で施用されるペンキを使用するの
明され､てゐる。’が遥鎧である。ホツトブラスチツク
ホツ'､プラバチツクペイントは諾ペイントでは,之を準備し修整黙に
判こ固蒲する瞬間が決定されるといふ供給するのに莫大な時間と努力が異
かなりの利鮎を持ってゐる。之は在る。

来の坊汚塗料に比し卿寺間も出渠穿，修驚すべき面稜が大きくホットプ
グ

、を早めることが出来る。叉普通肢上ラスチックを使用出来るならば，大
‘被痩の乾燥期に不意の降雨があって鋸伏態に注意してもう一度やり直す
全塗装作業が害されることがある力：のが絶對的に良い方法である。
そのおそれがなくなるわけである。

經濟釣の考察
cゅ

ホツ'､プラスチックの吹付速度は

在來のものと鍵らないが，額‘.､時は本材料に對する化様書及全鐙的性
在來のものに劣る。 能に就ての査料が明らかでない時に

經濟的考察を行ふのは迩膳でない｡
へ

－－34－一

併し必要な最低30/1,000吋の厚

さを得るためにホツトフ、ラ虫兎夛豊ツク

ペィントは“次に對し約1カ．ロン

を要する。この被覆率は在來の防汚

塗料1カロンの被覆する面積の約10

％である。特列装歴，特別な足場，

増加人力が愛用をますことは明らか

である。

本塗料の涛命は異常に長いが，船

殻，海水筐，推進器及舵を11悪々しら

べるこどを先づ行はなければ，それ

による節約を-1-分認識することは川
／

來ないQ

－－－シーーーーーー‐.句｡

ゴム伸縮接手一

一弐に比し大氣状況の影響をうけな
i_、、ぃ。併しこのペイントが適正に粘着

〆

，するためには防錆塗料面に潔氣があ

I歪鴇総撚雛鑛：

| 蕊
Garlockl'acking愈杜の.．ム伸縮

接手は可澆性のゴム接手でパイプ・ラ

インに設備され，パイピング及びそ

の附暁設術に起る應力、歪を除くた

めのもの･Gある。

本接手は温度塗化によるパイプの

伸縮を補償し，機礎15設術に破壊的
な振動を吸收し，望ましくない騒普
の傅逵を減じ叉は消滅する．

更に配管が少々 ずれてゐてもこｵし
を修正しうる。

本接手は絲巻型で鱗Garlocki"
-製の高級ゴム化合物から出来てゐる

このゴム化合物に多赴の顧丈な布綿
ズックを紅恰してある。接手の本禮
はさらに鋼線叉はリングで捕渥され

てゐる。耐油性の要求される箇所に
はこの接手をネオプレンで作った管
叉はライナーとともに使用すること
が出来る。.可謁生を輿へるのはジヨ
イン1,本燈の中央部アーチで，二個

のフランジ、眞中にある．こ・のブー

チがパイピングの伸縮と共に鍵み，

管内の聴力歪を吸收する。ブランヂ
は本燈と-鐙につくられてゐる。
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如何に綴齊的に有利となるかといふ澗題である｡之を理
も

慶熱ボイラー
、論的に計算することもできるが大鋤燕になる。三段膨

腰熱鑛イラーは比較的小型の有勉ポイラミでヂーゼル脹機關の過熱度を鑿へた蜜際の結果を若干考察するとと
船に振付･けられ，熱源としてヂーゼルの陵氣を使って運によって更に良い，恐らくは一層資用的な答が得られる．－

鱒せらうL7低雛蒸氣を霊にする。此の蒸氣は船内の暖房であらう。

及厨房用に側まれる。之'二より失はれてしまつだり,‘浪この様な蛮駿は1907年古い米國艦インディアナで，
費されたりする礎颪熱め若干が,必要な加感用蒸氣を作又'9''年ｱｲヂﾘｱといふヨットで行ほれだ。インデ
ろの仁使はれることとな．る。イナは45QFの遜熟で5第の利得があった。アイデリ
礎氣ボイラーは又竃油バーナーを術へ，ヂーゼル機調‐アは105｡Fで15.3%利降した。インディアナLD機闘
が倖ってゐる時にも蒸氣を鍵とする。ほ少し古くて洩汽があったが，アイデリアはもつと新し

、． ＆

このボイラーはヂーゼル慶氣の躍力と，多少とも腐蝕ぃ船で從って遜蕊D結果はよい成賓を示した。
慨のガ翼に螺されるから,その傳熱面は之塗顧癒して画上述の戯賓及その他の試騒誌果から,普通の設計の＝
丈に作らねばならぬ。

段膨脹壌關で温度8～13oFの上昇毎に1%､の利得があ
その材料はガス中の硫黄や他の腐蝕性元素から生成すると云へる。叉燈初の50oFの遮熱が以農の過熱より大
る腐蝕作川に耐える様なものでなばればならない。 きい利得をあたへることも確である。リバティー船に對
嵯熱ボイラーは水管式,焔管式共に使用捌來る。英嗣｡Lては19｡F毎に1%の利得が溌想される。リバティ1J●
船ではゴツクランボイラーとシンプルチューブクラーク一艦の機關の蒸氣唾力2201bsで初温は395｡F,50｡F
ソソポイラーが多く位はれる。米國船には篤鐵gillで避壌しうご445｡Fになる。之を端”。Fまで錘熟すると
保護した鋼管つきのフォスターホイーラー特殊zk管式嵯温函曾加は155･F･で15.5%の利碍と｡なる。過熱して
熱ボイラーが多く使剛される。鹿轆ボイラーは必要な低やも機關の速度は塗らない。
'唯蒸氣の供総を可能とし,叉ヂーゼル機踊の溌氣熱から

同嘩激を塒すには蒸氣愚を端さねばならぬ。避餓蒸氣
いくらかを同收するものである。

は少し鎧蔽が毒すことは同時に考へねばならない。

脂肪（タロー） 締切の調整を鍵へる必要はなく，機劉の作動してゐる
資際の馬力に合はせるべきである。低馬力で締切を燈か

タ戸一と石墨とをまぜると大型低速軸受の潤滑グリーくすると少し經濟になる。併しあまり短かくすると必要
･ｽになる。併しこの用途は域じ，特別に製迭されたグリな全馬力を出し得ない。β一

一ズが－．殻に使用されてゐる。
リバ．ティー船擬調の資際の蒸氣消費量に就て確定した

タローはパツキンやカスケヅト等の浸齊'として使はれ数字は禅られな”:,主磯自燈の蒸氣消費愛は,毎蒋約
る。普通この目的に使ふには，石鶚叉は黒鉛をまぜて使18～201bsと思はれる。この船の荷椴はかなりD蒸氣透
ふ。、を消費する。

タローの主用途は鋼材部の被蟹割としで發錆と腐蝕の600｡Fの蒸氣を使用するため，その蒸氣管と辨はるの
肋｣上に使ふ｡之は普通タ震一と錯白との曝合物である。、温魁昇に耐える橡改造せねばならない｡高温度に基づ
併し之にも特別に作られた不働性化合物がよく用られるいて膨脹も嬬加するのに迩嵩な雛裕を見込まねばならぬ‘
様になった。、600｡Fに於ける潤滑も適正でなければならない。
‘この製品は使ひ易く縦Hした面から除去j･ること･も春レシプ戸汽機に於て9JO｡F"潔氣を使って成功した
易である。。 例があるが,かかる高温では織な金燭,良好な潤滑，
リバテイー船の撰關に高温を採用し 熱膨脹に對する大きな除補及多少共特殊な辨を準朧せれ
た場合の愛化 ぽたらぬ。高温汽機では滑辨の代りにポペット靭翰轤々

使剛される。
、リバテイー船の機蹄に識し過熱度を堀､；．ことによって

~
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－ 一般の科學一

．船舶賓材・

八幡製鐵所第二厚板工場に於る造船用厚鋼板の生産について
写

延

中 曾：敬

第一表主要設備要目
総出船の契約進行と共に園内の外．”－－．－.".､､里._基､,皿_塁_壷ロ．．‐ル原勧機．

1

洋向船舶の建造が靴遁に乗り風すや
規稽材としての罐用鋼板を始め，造
船用厚銅板の需要が急激に増加し’
之が新規生産再開の要望が高まって
來？こので，昨年11月11日から八
幡鑿熾所の第二厚板工場の操業が職
後初めて強施されることとなつ海
ところがいざ変際に腫延を闘始し
て見ると,仕上pの甑の表面に大小
の割疵が移し〈透生しﾆﾅﾆめ，昨年
中は親滞材として出荷された厚板ば
譜ど管無という惨譜ｱこる有様であっ
た｡幸にして本年に入ってからは八
囑壊蛾所の上下を打って-一丸とする
必死の努力により事態は急激に好韓‐

し，特腰4月に於穴rは各種規絡に對
欽‘る合格率は今迄に姪〈向上じたと
陣え.β,れる･従って此の雑誌が識者・
の手に入る頃；以下に記述する事項
力昔‘島pとして笑ひ過きされる位，

営工場の生産が順調となって居れば
我が造船業の篤に慶賀の至りと言え
よう。．

笠者はIIi;年暮から本年初頭にかけ

て約2ケ月ノ幡製敬所に滞在したの
で，此の姻悶中に於ける經職を薙礎’
と上，首題の問題について飾軍に述
べて見ようと思う。

生産主喪設倣と生産状況

種別|型式|鎮筒狸(吋)|毎分回騨數|公溺馬力|歴蝿鴬
往復動二連タンデム高歴44164110,000IF60064

汽機複膨腿式低腰76160

一

￥糟雲XぼX〃1厘ノ冴診一曙=1歩一L-尾麺一一凸"F訂一‘‐-葱~、 座 延～機
後初めて焚施されることとなつ7三。
ところがいざ焚際に腫延を開始しロールの寸法及重通ロール毎分回報職
て見ると，仕上pの寂の表面に大小種別型式機数 瀞|勝|謡f鍋藍ﾌ1~忍一

追

１
１
Ｉ

’和ロF－ル二重逆縛式11，2454，5725586548
J●■

仕上ロール二重逆韓式－11，1183，684．34．3．610．，48

64

160

64
160

〃

加 熱．鯉

で

ザの第一の不利が指摘される。第二鮎

としては鴬工場所風の二茶の加熱鯉

は魏在搾止して居,，代りに隣接第
一七分塊工場の均熱鯉二基が借用され

てi､るf二め，隼七分塊エ場の作業の
韮捗度により，加熱時期及び時113に
棚営の制肘を受ける事が少〈ないど
いふ事があげられ､る。5月以降は営

エ場の加熱麹二基とも稼勧を開始す
ると言われているから，之が笈現す
れば加熱作業に開しては事情は大い
に好韓するものと想像される｡‐
‐富工場に於ける使用釧塊は営所第
一，第二及び第三各製鋼工場に於て
遥塊されﾅﾆもので，此の中重近の大
きいものは第七分塊工場で分塊､錘
され↑二上，雷工場へ持込まれる。之

等鋼塊及び鋼片の躯重は4～7地程
度，銅愛は縁付銅及び脆酸鋼の二種
である。成品サイズは厚さ13～50粍
鍛大幅3,000粍，銭太長さ16,000粍，
､鋤断機による毅大剪断能力は37粍
である。之以上の厚さのものはすべ’
てガスにより切噺される。

些か古い菱料となるが，賞工場再

開以來本年1月までの,月別生産澱は
昨年11月520通，同12月1，029

－36－

趣，本年1月976砿であったが，此

の中造船用材として銅船規則ロイド

規格及び仏B規絡等に合格したもの

は極く侭少に止る6成品検査は形炊
検査と材質猿垂の二様によp"施さ

れるのであるが，此の期問中，前者

による不合格品が蝦しい蕊に上った
こ､とは前述の通りである。形朕検塗
による合格率を見ると第二表の通り
であるが11月に於ては60%以上に
まで向上している事が知られる。
さて此虚で同表に於いて見られる
通り劉鈍の菱生しﾅﾆ鋼板が形状機査
不合裕品中の過牛を占め，此のﾆめ
に多鎚の板が無規鋳品として賎却の
憂目を見ようとしているので，之が
原因の早期究明と製造識策樹立につ

いて日夜研鐙が綴けられて鞍る。
劃迩里塗生誘因
胸知の通り，織石から鋼板か出来
上るまでには化畢的及び臓械的庭蝿
が錯綜して複雑な生産過程を形成す
る。従って.之等過程の個洞に些少づ

為胚胎した要因が累稜して途に窮極
に於て職品表面上の割疵となって現
れるという事は，艇念的には紅ち庭
嘗いうることであるが，それ等の谷

＝

富工場の韮喪般備とIしては，公瀞
10,000馬力の往復勧汽機によって駆

動される籾及び社上の計二墓の画一
ルと,二墓のジL-ﾒﾝｽ式加熱鐘及
ば三蕊の篭鋤剪断機がある。原励銭

ロール及び加熱煙の要目を示せば第

一窪の通りである。

.一般に近代的扉雌延工場では，可

逆韓式のロール驍鋤原勧磯は謡とが

駈調イルク，ナー式遁励機を使用して一

いるが，徴工場に茨ては些か蕗式の

部緬に鰯する蒸氣機關が用いられ，

而も使用蒸無は技光溌遜所内の汽縦

場から営工場まで蓬氣待を以て誘導
されているので操作制禦と所要蒸無
雁の傑持という鮎に於て作業條件上〃
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塊窪庭では6ヘム7時間か謹営とされ
ロ餌

今第二表隼二厚板工場に於ける厚鋼板形朕桧査合格率〔％〕

る◎

Cuによる熱脆性駕|鵜''2月下旬|鯛|鵠|鶉別｜''月’期

|罰詞烹
31．518．939．8

50．1175.2145.5
鰡鶴
作業休止

富工場に於ける鋼板欠隔に開する
今一つの顕著な傾向としてシCu含

有率の過度による熱脆性に起因する

割疵の多い事が指摘される。－－寸般に

CuはFeと間溶繼を作るが，常狸

に於けるCu.のFeに封する固涛限
度は略30％であるが,Cuが之以
上に増加すると結晶粒の周悶にCu

濃度の高い析出物を生じ，而もtcu
のFeに封する搬散が非常に緩僅であ

るたあこの限度に達すると熱脆性を
呈する可能性が，大とな錬る事が知ら

挙

れてゐる。

最近まで入蔵されていず二大冶鍍右
並びに屑鐵中にはCuの含有鐘が特
に高く．(第三表参照）而も鑿鐡，製
鋼雨作業に於ては共にCuの分離が

合格率
不合格品中割疵によ
るものの占める率 へ

”

第三表各種鐡鍛石化學分析表（％〕〔23年9月入荷分〕
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錐四表Cuの熔銑中に於ける含有率の愛遜⑫3年度） 』

困難であるﾅﾆめ，最近営所で問題と
芯つす二銅板の分析結果に,Cu0.64%
･というものがあり，･0.4％程度も決
して珍しくないと.いう有様であった
23年度中に於ける熔銑中のCu分祝
の結果を見ても漸増の傾向にあつナニ
事ガ鼠明白に知られる。〔第四表謬:照〕
從來営所では一般に外販用として
は低銅銑がより多く使用され，内需
用としては主として普遁銑が用いら

れていたのであるが，4月に入って‐
からは厚板用錨塊向として恢銅銑の
使用を開始し，好成績を學げている
と鱒え開いている。

むすび

從來の第二厚叛工務に於ける造船
用厚鋼板の生産不振は一時造船界に
大きな波紋を投じ，一部には設計の

愛更を騒憾さへした力"極く般近に於・
ては生産は非常に順溺となり，桧査
合絡率も90％を超すとさ･へ言われ
ているので，この艦推移するとすれ

ば月産360趣の能力を有する雷ヱ場
は寧ろ需要をこなして筒余裕を残す
と、、う皮肉噂瑛象を呈するに至るや

も知れずと聞いている。何れにせよ

悲職的欺態にあった本年初頭に比べ
て，最近の頚態の急激な好縛はまこ

とに欣快に湛えない。（24二-5ぅ

（海運總局養材部〕

～

、！別｜響'－5161718191罰｜皿月

雁:洲攪
普通熔銑（％）0．32

低銅熔銑（％）0．25:洲洲:：
５
亡
７

２
０
●
●

０
０

要因がどの程度の關係度を以て,その

結果醤誘起したか，換言すれば割疵

という現象は定逓的にどの様な法則
により之等要因群と結びつけられる

かについての解明は，從來の各生産

過程に茨ける各種測定数値による此
の現象に封する統計的分折と寅聡的

研究により逢行されるのであらうが
現演には諸般の難黙から樹雷の困難
陸が伴うことは想像に難くない。
そこで現在までの所,特に關係度

融著と認められ而も最も警戒を要す
ると思考される要因について述べる
蕊とする。

縁付鋼塊の脱酸が過度に進み，牛

脱酸型に近く.なったものに過冷等の

操作を施すと，カス鐙の逃散を妨げ
ることとなり，ガスは表皮附近に進

出，凝固後は氣泡となって残留する
晩酸度の調整は蓬だ徴妙置之が不足
であっても熔鋼自艘の酸化を招き熱

脆性を記す蕊もある。氣泡の深琶に
脇係する今-くつの要素は鋳鋼時の湯
上り速凌である。安全を期しうる深
さとして；表皮から15粍程度鎮泡
を内部に押し込めるためには，約

15粍/秒以下の湯上り速度を維持す
る様に熔鋼の注入作業を愛施し.なけ

ればならない。

造塊作業に於て錘生した上記の欠

陥を更に助長するものは加熱温度の
遜匪と加熱時II{iの長大とである。治

金學上の過熱乃至燃焼の瑛象ぽ上記
により氣泡を中心とし‘て蕊生し易い

から注意を要する。此の難に閥して
は前述しﾆ錐-上分塊均熱渡の借用と

いう不刺な條件をも僻せ考慰L.琴け

ればならない。加熱温度は1350｡C

を経劉超え醒様，加熱時間は5池鋼

びり

、

～

氣泡の銅塊表面附近進出
一一

伺工場で使用される鋼塊は鋼興か
ら言へば比較的縁付鍋塊が多いが此
の鋼塊の遥塊作業中に於てともする
と銅塊下部の縁の内刷に浴うて生-#話
る管I伏無泡の存在が表面姪く進閃し
て来る藻がある。積工場に於ける形
朕検査の結果不合絡となった板α割
疵を鯛琴して見ると防脈に此の熱泡
の生長したものと判定出來るものが
謬激あることを溌見する。
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海運會社一覧表(No.4)北部，南部地唾(23-10現在）

義
一|船 名1劃皇 |整数|總噸|重逓噸 |術在所 地

古野石太郎
藤山海運〔株）

板谷商事〔株〕
金森商船〔〃〕
坂上五郎兵術
束。邦水産(株〕

、

:碓内利永迩職〔〃〕

函館市膠本町38
小揮市稻感町束7丁目11．
〔東京都千代田腫丸ノ内丸ピル内〕
小樽市色内町5丁目10
函館市船場町2
狩森市新安方町83
函館市西濱町15
(東京都港唾芝田村町1丁目2日産館）
北海道宗谷郡稚内町開運遁北4丁目

:R91(23-4-1現在）
6，901

g

22,343
530

不明

6，753

4071

’
125’

4,8021
１
７

北
部
地
睡
鉛
主
含
所
鰯

●

谷
森
上
邦

板
金
坂
東

13,7951
4231

3211
4,5331

２
１
２
５
３

I

’479

鹿兄島商船〔株）
協和・汽船〔〃）
九州商船〔〃）
九州郵船〔〃〕
三菱下關遥船
元山通朧商事〔株〕
西日本汽船(〃〕
腱．岐汽船（〃）
淑戸内海汽船〔〃）
新光汽船紐合
正羅汽船〔株）

愛海運〔〃）
鶴丸汽船〔〃〕

卓鶴鞠蚕豐
九州海蓮〔株）

鹿兒跨市生産町31

蕊驍綴評露
嗣悶市沖演町埠頭
下闘市彦島江ノ浦町
宇部市大字中宇部字沖ノ山2070
下闘市港町2O大阪商船ピル．
島樫縣ﾙり吉郡西郷町大字中町字目貫の⑲番
廣島市字品町136地先
宇部市蕊睡大正町1丁目
下闘市港町2番地
(東京都中央唾日本橋小網町2丁目〕
下闘市岬之町165
羅岡縣若訟市紺屋町59
〔東京都江車座深川佐賀町1丁目24）
松江市御手船場町561・
宇部市大字小熊1汐76ノ1

392

2,910
1,122
919

610

755
965

2，317
598

4，877

565

4，360
］，妃0

不珊1坐378
920

1，132
374

不明
780

．8，294

1，657
7，734

700

・3，224
不明

11
6

Ｉ
ｌ
ｌ
ｌ
Ｉ

鹿兄島商
協和．汽
九州商
九州郵
三菱下關
元山通続商

'隠詮本簿
淑戸内海汽
新光汽船
正羅汽

７
３
２
３
３
２
３
１
－
４
２
４

２
１
｜

’

南
部
地
睡
船
主
會
所
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室潤市小橘内町22ノ2

函館市松風町13
騒釜市,{E立43
束京都品川蔭甫品川4ノ600．
川崎市堀川町53・
束京都大田唾大森9ノ4541
描凌市践見睡大東町71
大阪市大淀礎祁江北4ノ1－
尼崎市紳崎365

螺撚識雲:'1雫
大阪市此花塵西野下之町3S
大阪市東淀川腫三津屋中遁3ノl
大阪市東淀川腫三津屋北遁3ノ33、
大阪市大淀腿祁江北5ノ21ニ
尼崎市長洲字稻川新田鯉
大阪市港腫高尾町当ノ20
布施市高井田西3ノ27、
大阪市東淀川唾加島1385
禰井市木田町22
大阪市城東磁今禰北5ノ16
大限市来睡法脳i坂町3‐
大阪市西成礎橘邇9ノ7．三
京番l姉右京唾山ノ内苗町22
大阪市甑淀川唾國夫町蛇4ノ2〔大阪工場〕

謝溌辮胤7う
炭婦市吉脆本町416
淡鳥市吉烏町c70
松江市榮町.“‐‐
峰根縣西伯郡上道村167．
炭廃市蕪町1

久留米市野中町才ノ原417ノ1
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日本ペイント東京エ場｜
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、■･･毎台申巳

亮乍》

海蓮八:の立場と技術の問題･……･ざ･･･磯山湖

2熱#駕燃;職:::漁誹關……蓋
カスターピンの發逵………･2………･〔朝永研一郎〕
月アメリカのカスダーピン謹韮の現状〔平岡正助〕

號繍篭削::::::::::::::::::::::職零音習

灘鵜
内

容

第九織丸,えさし丸の比較……-(雲酔一蔦）
KortNozzleに就て…………..…･(戯山信立）

繍脅鰐雛獣;謹璽::::::::::灘型弱

日本海蓮の在り方と今年の抱負．．….〔秋山龍）
海の物語喜望峰沖の幽霞船･･…….(關谷健談）
漁船機關の悩設……･………………..〔伊藤・茂〕
技術放談(二)．．…･･…･…………･……(朝永研-部〕
小型貨客船さくら丸維感…･…..．．…＜遠山光一÷）
技術ノーカから．･･･"･……･･･……….〔石田千代治〕
船遥プ肯ツク建造方式の採否｡?……･(角田令二）
船の主機調……………･……･…｡．…･･(玉木禧宜）
造船所だより;･･〔浦識船渠・三井造船玉野製作所〕
最近の英國海運造船界の一傾向．．…･(米原令敏）
油槽贈「SanDemetrIo雛」…...…..…....…f･..．
D型ヂーゼル貨物船天漣山丸………(内田勇）

全熔接船「フェニックス號」．．…････〔田富．眞〕
定期協船制切替とその成行…･････…･〔中西久）

1
a

月
號
内
容

日本學術會議の發足にあたりて････．．(井口常雄）

戦後の造船．．……･………･･､…．．…････(和辻春樹〕
外國の舶墹機淵發逹の趨勢．．…も……(朝永研一郎）

ポートダピツトについて…･･獣……〔宇田川貞夫）
浪人の裳言〔二)･…．,…………………(ついむこじ）
禁靭の鍵化.｡………;………･･…･……〔中宮光俊）

香響測梁機の珊伏と能力向上鼻･･･,…〔資吉純－，

技術放談(三)..:…….練………………〔刺永研-部）
用語解読(三)･･･3．….,．シ･負………･･･…．．;…………
造船所便り…………｡.…………､…(石川島寵工業）
我國上代の海上交通(一〕….､…霞…(木村俊夫）
小型，中型船の經濟的蒸氣原動磯･･･(西川兼康）
進水用鋼板製盤木…･……･……:,…．.(平川雷三）
スエーデンの大西洋繊鐡客船…･‘･･‘．．(海外論抄〕

海運から見た經濟九原則…･…･…”…(田居眞〕

經濟九原則資施と造船界の前途…･･･〔吉田住＃胸

水路汎握……･･･…･……･……･･･…･･･(田山利三郎）
日本緑垂の求めるもの･………･…･･‘･(吉田精顯〕

雷響測深機の郵伏と

能力向上について〔二〕……(蜜吉純一〕
我國上代の海上交通〔二)･-……･…．．〔木村俊夫）
船底を守る縮躍…………･…･･……･･･〔宮木高明）

浪人の寝言噌壹〕．､………･……････…(ついむこじ〕

自働揚貨船･･･……………．．(池田一夫・謝敷宗登〕
國際海上安全愈議について．…･…･…(米田鱒）

造船所便り………………(川南工業香饒島造船所）
天皇陛下と特殊潜航艇“……………(立川春重〕

3 4
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毎月號記載記事 新造船鴬眞集・國内ニュース・海外ニュース･國内資料･海外資料。「メーカーートー覧表ざ
船舶喪材。新造船-鍵表･編集後記
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戦 後新造船一覧表築八集

悪霊1雫瀞|長×編×深伽痒機忘|速力
695950178.76×30.50×j5.13R55018.5(10.5)
695974179.54×30.］8×15R45018.5(10)
2,9504,143305.13×44.95>く24.94IT1,600111(13)
698950173.84×30.酌×15.74IR700105(11."

687］,050187.0うぐ30-5×]5.091R65019.5(11.5)

吟

〔註〕器：印は船舶公園と共有を示す。R(迄シプロ),T(タービン〕・速力は巡航〔最大)を示す。

大型輸出船､(契約濟)N0.2≦小型輸出船（契約濟）
（24-4-30現在）〔キャッチャーボー･I､〕
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刺建逵造船所
認噸竣
工塁溌噸数（趣〕
.Ipp.
Bnl
Drn

遥麿造葡9所

15，500
－505'－0"
67γ－1〃

38'－1"

29ノー6"

ヂーゼルB&W
6,450BHP×1
C'ormal)
14－25

24-4-28

,

26-2-27

2,060,000
ロイド

建造造船所
笠数
契約年月日
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試迩韓速

船

数
”
力
・
刀
偵

〆
０
』
呈
胎
裸

‐470

46．0×9.0×5．1－4．4(の

レシフ｡p.2,000.1HP×1(rnax)

14.8kn以上．

毒3”,000~弗

|’
→編集後記復金融蓑も絶たれ，九原則の勵行でこの所造船界も鍾剥に死潅の道を考えねばならなくなった。今
年度新造船計塞もﾂヂ鋤月の線に沿うため銭後的には決定されていないが,決して桑槻“る．きれない｡輪出船建

～

・遥憩漸く契約の延びとなつﾅﾆもの岩,'単一爲巷レー1､設定によるいろいろの難融の解決には和営問題があり，営初の

溌蕗順調な錘ぴ方は出来ないと思われる。画内的に．も集中生産方式の採用が必至とも考えら~れ亡いるので，今年の造画】■■っ

船界は誠に多事多難と云えよう.。目下A型嘘標船を改遥して外洋進鯛に堪えうる様にするﾅﾆめ研究會が剛力零れて諏々
′稔討されている。橇開室を中央に，二重底設篭等の大改逵があるので,-エ数も2憶測はか豈るとのこと，蓋金の問題
時間の問題，そして將來の場合の得失等雛冬の黙で果して急いでA型を改遥すべきか，．それともその同じ蓑金で新造
船延造にふりむけるのが得策か’至急桧討を垂泡て最も有効に大切な賓金を使うべきである。こ建にも技術者として毎

塁鐙を見透す眼が養われていなければならないと思う。造船所から引渡された船が政治經濟紙會面に及ぼす種登の影
恋力をよく老へて技術者もその使命を果さねぼならぬ時期だと思われる。
、豫約購讃案内種々の都合で市販は極く少薮に限一

‘，‘"蓬…,率露耀綱箪…瀧鍵鰯脅蝿御り‘ゞ卿{;霧一鑿愚(蝋）
，み下さい。･術刺刊溌（11月雛〕は若干樽臓致しましﾅﾆ。

定侭鍵更等で豫約金切の際は瀞算して御通知し皇すぷツクナンバーも揃へてありますから趣｢I1込み下さい。

’雲霞謬謡鑿灘褥難船の科學繍鐸藷翻磐(鯉撫職）＃
第2巻第6號(N0.8)定償60圓

發行所船舶技術協會

｜露集蝋需幌異鋤騨患…篝Ⅲ東京都千代田腫西祁田2ノq
電話九段〔33〕4179番
一振替.口･座東『京70438‐

－ J【’
本誌上への籏告は日東‘廠告肺東京都中央題明石町61蹴話築地G5〕1260
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滑淨又は再糖製に好評11
脈雑約店でお求め~ドさい臘製作所雑約"i溌謀の日立製1下跡墹

修理の際は下肥サー ピスステーシ笏ンを御利用下さい

ビスステーション蝋京都II』央麗擁町1丁目l
砺砺雛地(55)0454'，1769

ビスステーション大阪市栗魑北淡2丁目90(北讃日産生命館）
日立製作所大阪箇業所内
電話北演(23)303-9土佐堀(44)3949

ビスステーション名古燈耐中村厘泥江町1丁目7
砺鯖名古屋本局1271-2.1035-6

ビスエテーシヨン桐岡'市西堅粕2．84（國遡筋）
砺諦綱岡東(3)0887,4496･4990

東京大燕大阪北瞳

名古屋水主町‘細岡今泉町_紺職甫＝像 一心－

来京サー

火阪サー

’名古屋サー

九州サー

冒堂製値所
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